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平成２８年第３回吉岡町議会定例会会議録第１号

平成２８年９月１日（木曜日）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

議事日程 第１号

平成２８年９月１日（木曜日）午前９時３０分開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 選挙第 １号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について

（選挙）

日程第 ４ 報告第 ９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について

（報告・質疑）

日程第 ５ 報告第１０号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

（報告・質疑）

日程第 ６ 報告第１１号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

（報告・質疑）

日程第 ７ 議案第３５号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第 ８ 議案第３６号 吉岡町農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部を改正する条例

（提案・質疑）

日程第 ９ 議案第３７号 吉岡町農業委員候補者選考委員会設置条例

（提案・質疑）

日程第１０ 認定第 １号 平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について

（提案・質疑）

日程第１１ 認定第 ２号 平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について

（提案・質疑）

日程第１２ 認定第 ３号 平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

（提案・質疑）

日程第１３ 認定第 ４号 平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て

（提案・質疑）

日程第１４ 認定第 ５号 平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て
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（提案・質疑）

日程第１５ 認定第 ６号 平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定

について

（提案・質疑）

日程第１６ 認定第 ７号 平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

（提案・質疑）

日程第１７ 認定第 ８号 平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

（提案・質疑）

日程第１８ 認定第 ９号 平成２７年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定について

（提案・質疑）

日程第１９ 議案第３８号 平成２８年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

（提案・質疑）

日程第２０ 議案第３９号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２１ 議案第４０号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

（提案・質疑）

日程第２２ 議案第４１号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

（提案・質疑）

日程第２３ 議案第４２号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２４ 議案第４３号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２５ 議案第４４号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２６ 議案第４５号 平成２８年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）

（提案・質疑）

日程第２７ 同意第 １号 吉岡町教育委員会委員の任命について

（提案・質疑）

日程第２８ 同意第 ２号 吉岡町教育委員会委員長の任命について

（提案・質疑）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

本日の会議に付した事件
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議事日程に同じ
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出席議員（１６人）

１番 富 岡 大 志 君 ２番 大 林 裕 子 君

３番 金 谷 康 弘 君 ４番 五十嵐 善 一 君

５番 柴 﨑 德一郎 君 ６番 竹 内 憲 明 君

７番 髙 山 武 尚 君 ８番 村 越 哲 夫 君

９番 坂 田 一 広 君 １０番 飯 島 衛 君

１１番 岩 﨑 信 幸 君 １２番 平 形 薫 君

１３番 山 畑 祐 男 君 １４番 馬 場 周 二 君

１５番 小 池 春 雄 君 １６番 岸 祐 次 君

欠席議員 なし

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者

町 長 石 関 昭 君 副 町 長 堤 壽 登 君

教 育 長 大 沢 清 君 総 務 政 策 課 長 小 渕 莊 作 君

財 務 課 長 大 澤 弘 幸 君 町 民 生 活 課 長 中 島 繁 君

健 康 福 祉 課 長 福 田 文 男 君 産 業 建 設 課 長 髙 田 栄 二 君

会 計 課 長 守 田 肇 君 上 下 水 道 課 長 笹 沢 邦 男 君

教育委員会事務局長 南 雲 尚 雄 君 代 表 監 査 委 員 落 合 一 宏 君

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者

事 務 局 長 大 井 隆 雄 主 任 北 原 智 子
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議 長（岸 祐次君） 皆さん、おはようございます。

本日、平成２８年第３回吉岡町議会定例会が開会されます。

石関町長から発言の申し入れがありましたので、これを許可します。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 皆さん、おはようございます。

朝早くから大変ご苦労さまでございます。平成２８年第３回吉岡町議会定例会の開会に

当たりまして、一言挨拶をさせていただきます。

本日、９月定例議会が議員各位出席のもと開会できましたことに、心から感謝と御礼を

申し上げます。

皆様方には、健康には十分注意され、ますますご活躍をご期待申し上げます。

９月に入りまして、まだまだ残暑が厳しいころですが、とはいえ、朝夕すっかり涼しく

なったということでございます。

しかし、台風接近や大雨による被害が心配される季節でもあります。幸い吉岡町には今

のところ被害もなく、安堵しているところではございますが、ことしの台風の通過コース

を見ると、防災対策には一層気を引き締めて臨んでいかなければならないと思っておりま

す。

そんな中、相次ぐ台風による大雨に見舞われた東北地方、特に岩手県や北海道では水害

による多数の方が被害に遭われました。心からお見舞いを申し上げるところでございます。

また、我が吉岡町と友好都市協定を締結している大樹町でも甚大なる被害が及んだという

ことで、昨日の朝早くか、そしてまたけさ、大樹町と総務課長が連絡を密にとりながら、

いろんなことでお見舞いを申し上げるということでございます。

そういったことで、大樹町でも町内の橋が一部流されました。その橋にかかっていた水

道の送水管も同時に流され、断水が発生をしたと。現在は、昨日の午後から復旧作業を行

っており、全町の３分の２は解消の見込みがついたというような、けさ報告を受けており

ます。全町全体では、１、２日のうちには解消できる模様でということも報告を受けてお

ります。そのほかの被害としては、若干の牧草地の冠水があるものの、人的な被害はなく、

市街地でも被害は発生していないとのことということで報告を受け、胸をなでおろしてい

るところでもあります。

さて、本定例会では、平成２７年度の一般会計並びに特別会計、企業会計の決算認定９

件を初めとする、議案１１件、報告３件、同意２件を上程させていただきました。

今議会は、主に平成２７年度の決算認定をお願いするものですが、何とぞ慎重審議の上、

いずれも原案のとおり認定、可決及び同意をくださいますようよろしくお願いを申し上げ
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ます。

最後に、昨日、役場の２階大会議室にて、渋川警察署と「徘回高齢者等の保護対策に係

る連携協定」についての調印を行ったことを報告させていただきます。これにより、警察

と町が認知症高齢者等による徘回発生時において情報共有を図り、迅速な発見・保護活動

を行うものでございます。報告をさせていただきます。

本日は大変お世話さまになります。よろしくお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 大澤財務課長。

〔財務課長 大澤弘幸君発言〕

財務課長（大澤弘幸君） 開会直前で大変申しわけありませんが、平成２７年度決算参考資料の資料

番号９の中の語句の訂正をお願いいたします。

こちらの決算参考資料の資料番号９、用語解説１９分の５、５ページです。５ページの

上段、特別交付税の欄で、右側の上から３行目の中ほどで、「普通交付税の割合は６％」

という記述がございますが、この記述は誤りで、正しくは「特別交付税の割合は６％」で

ございます。「普通交付税」を「特別交付税」に訂正をお願いいたします。大変申しわけ

ありませんでした。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

開会・開議

午前９時３０分開会・開議

議 長（岸 祐次君） ただいまの出席議員数は１６名です。定足数に達していますので、平成２

８年第３回吉岡町議会定例会を開会します。

これから、本日の会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

諸般の報告

議 長（岸 祐次君） 日程に先立ち、諸般の報告をいたします。

諸般の報告は、事前に配付しましたものと、お手元に配付しましたものの６項目です。

各自お目通しをいただき、諸般の報告といたします。

議事日程（第１号）により、会議を進めます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

議 長（岸 祐次君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、吉岡町議会会議規則第１１９条の規定により、議長において、２番

大林裕子議員、３番金谷康弘議員を指名します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――



- 7 -

日程第２ 会期の決定

議 長（岸 祐次君） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。

会期の決定は、議会運営委員会に付託してあります。小池委員長からの委員長報告を求

めます。

小池議員。

〔議会運営委員長 小池春雄君登壇〕

議会運営委員長（小池春雄君） 報告します。

去る８月２６日、金曜日ですけれども、９時半より第２回の議会運営委員会を開催いた

しました。議題は、平成２８年度第３回吉岡町定例議会の会期の日程であります。

会期の日程でありますけれども、本日１日より１５日までとするものであります。１日

が本会議、そして２日が一般質問、そして５日が一般質問であります。そして、６日より

それぞれの、６、７、８と、予算決算常任委員会、そしてそれぞれの常任委員会の日程と

なっております。

なお、詳細につきましてはお手元に配付のとおりでありますので、よろしくお願いしま

す。

議 長（岸 祐次君） 議会運営委員長の報告が終わりました。

お諮りします。

ただいまの小池委員長の報告のとおり、会期は本日９月１日から１５日までの１５日間

としたいと思います。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から１５日までの１５日間と決定しました。なお、日程はお手元に

配付したとおりであります。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 選挙第１号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について

議 長（岸 祐次君） 日程第３、選挙第１号 吉岡町選挙管理委員及び補充員の選挙について。

この選挙は、地方自治法第１８２条の規定によって行うものであります。

現在、その職にある選挙管理委員及び補充員は、平成２８年９月２０日をもって任期満

了となります。

よって、これより選挙管理委員及び補充員について、それぞれ４名の選挙を行います。

お諮りします。

選挙方法については、地方自治法第１１８条の第２項の規定により、指名推選によるこ

ととし、指名の方法は議長が指名することとしたいと思います。これにご異議ございませ
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んか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方法は議長が指名することに決

しました。

それでは、初めに選挙管理委員を指名いたします。

選挙管理委員には、吉岡町大字漆原９４１番地３、深澤徳二氏、吉岡町大字北下１９２

番地、髙橋一博氏、吉岡町大字大久保１６２９番地１、千明一雄氏、吉岡町大字上野田７

５４番地、森田隆博氏、以上、４名を指名します。

お諮りいたします。

ただいま指名いたしました方々を選挙管理委員の当選人と定めることにご異議ございま

せんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました方々が、選挙管理委員として当選人と決定いたしま

した。

次に、選挙管理委員補充員を指名いたします。

第１順位に、吉岡町大字下野田９５４番地４、齊木靜夫氏、第２順位に、吉岡町大字漆

原１０８５番地２、松田健一氏、第３順位に、吉岡町大字上野田２１１７番地２、近野義

廣氏、第４順位に、吉岡町大字大久保１２２０番地３、梅村昌司氏、この４名を指名いた

します。

お諮りいたします。

ただいま指名いたしました４人を選挙管理委員補充員の当選人と定めることにご異議ご

ざいませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 異議なしと認めます。

よって、ただいま指名しました４人が補充員の当選人として決定いたしました。

名簿は、この後休憩をとりますので、書記に当選人の名簿を配付させていただきます。

松岡選挙管理委員長は、ここで退席を願います。お疲れさまでございました。

ここで暫時休憩します。

午前９時４５分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前９時４６分再開
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議 長（岸 祐次君） それでは、会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告について

議 長（岸 祐次君） 日程第４、報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてを

議題といたします。

石関町長より報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告させていただきます。

報告第９号 健全化判断比率及び資金不足比率報告についてご説明を申し上げます。

町では平成２７年度の決算に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率及び公営企業ごとの資金不足比率を算定し、８月１日に監査委員の審査

を受けましたので、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定によって議会に報告

をするものであります。

実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため比率なしとなっており

ます。実質公債費比率は１０．５％で、将来負担比率は、充当可能財源が将来負担額を上

回ったため比率なしとなりました。

資金不足比率につきましては、資金不足額がないため比率なしとなっております。

詳細につきましては、財務課長をして報告をさせます。

議 長（岸 祐次君） 大澤財務課長。

〔財務課長 大澤弘幸君発言〕

財務課長（大澤弘幸君） 健全化判断比率及び資金不足比率報告につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、監査委員の意見

をつけて議会に報告するものでございます。いずれも平成２７年度の決算に基づき算定し

た数値でございます。

まず、健全化判断比率とは、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率の４つの指標のことをいいます。

初めに、実質赤字比率でございますが、これは一般会計、学校給食事業特別会計、住宅

新築資金等貸付事業特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率でござい

ます。実質赤字額はありませんでしたので、実質赤字比率は比率なしでございます。

次に、連結実質赤字比率でございますが、これは一般会計、特別会計の全てを対象とし

た実質赤字の標準財政規模に対する比率でございます。全ての会計において赤字額がなか

ったために、連結実質赤字比率は比率なしでございます。
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次に、実質公債費比率ですが、地方債の元利償還金とこれに準ずる一部事務組合や公営

企業会計の地方債償還に対する負担金等の準元利償還金などが、一般財源のうちどのくら

いの割合を占めているかを指標化したものでございます。早期健全化基準は２５％でござ

います。吉岡町は１０．５％でした。前年度は１０．０％でした。０．５ポイント率が悪

くなった要因といたしましては、実質公債費比率の計算式において分子の元利償還金が、

臨時財政対策債やまちづくり交付金事業債の償還などにより増加したためで、分母におい

ては標準財政規模が増加しているものの、過去３カ年の平均の比率となるため、まちづく

り交付金事業債の償還開始前の低い単年度比率が、平均の対象から外れたことにより０．

５％の増となっております。

次に、将来負担比率でございますが、将来負担比率は、一般会計等の借入金や将来支払

っていく可能性のある負担金等の現時点での残高の程度を指標化しているもので、将来財

政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すものです。早期健全化基準は３５０％でござい

ます。吉岡町では前年度は１．９％でしたが、今回は将来負担額から差し引く充当可能基

金額である財政調整基金の増などにより充当可能財源が将来負担額を上回ったため、比率

は発生しませんでした。

次に、資金不足比率でございますが、公共下水道事業、農業集落排水事業、水道事業、

いずれも資金の不足はなく、資金不足比率は比率なしでございます。

なお、監査委員さんには、平成２８年８月１日に審査をお願いし、平成２８年８月９日

付で審査結果報告をいただいております。審査した結果、適正に算定及び作成がされてい

るとの確認をいただきました。

本町の比率につきましては、早期健全化基準等を下回っており、健全な財政でございま

すが、今後も各事業を精査し、より一層財政の健全化に努めてまいります。どうぞよろし

くお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

岩﨑議員。

〔１１番 岩﨑信幸君発言〕

１ １ 番（岩﨑信幸君） １１番岩﨑です。昨年に引き続きまして、実質公債費比率についてお尋ね

いたします。

平成２４年度は９．０％、２５年度は９．５％、２６年度が１０．０％、２７年度が１

０．５％、毎年０．５％ずつふえております。先ほど財務課長の説明にありましたように、

実質公債費比率についての説明では、実質公債費比率は、負債返済が標準財政規模に示す

割合を示すもので、３カ年平均が比率となる。吉岡町においては、地方債の発行に許可が
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必要となる標準の１８％を下回る１０．５％であった。単年度で見ると比率は減少してい

るが、３年平均の比率となるため、まちづくり交付金事業債の償還開始前において単年度

比率が平均の対象から外れたことにより、前年度比０．５％の増となったと記してありま

すが、その単年度比率を考えてみますと、見てみますと、平成２４年度が８．９２６９

５％、２５年度が１０．１３７５４％、２６年度が１０．９６１８％、２７年度が１０．

６８２４６％となっております。先ほど申しましたように、平成２４年度の８．９２６９

５％が外れれば、０．５％の増となっておりますが、私としては、平成２６年度１０．９

６１８％から２７年度１０．６８２４６％、０．２８％の減は大した減とは思えないので

ございます。

昨年度、私が質問いたしまして、財務課長が、起債全般についてこの実質公債費比率を

下げるために、今後なるべく交付税措置のある有利な起債を選定をするか、計画的な起債

事業の実施、あるいは国庫補助金の有効活用で、なるべく起債を減らす努力をすると述べ

ましたが、よく世間では、借金も資産のうちだ、借金ができるうちは花だなどと申します

が、実際は現在低金利とはいえ、元金と利子の返済となりますと、思いのほか大変なので

ございます。

そこで、実質公債費比率を下げる具体的にどのような努力をしてきたかを伺いたいと思

います。私も実質経験上において、１年間で改善というわけにはいかないと思っておりま

すが、今後の対策などがありましたらお答えください。よろしくお願いします。

議 長（岸 祐次君） 大澤財務課長。

〔財務課長 大澤弘幸君発言〕

財務課長（大澤弘幸君） ただいま岩﨑議員さんもおっしゃっておりましたけれども、なるべく交付

税措置のある起債によって事業を実施するというようなことで、今年度、明治小学校の増

築事業におきましては、交付税措置のない起債を借りることも可能ではありましたけれど

も、それは財政調整基金を取り崩して充当するということで、交付税措置のない起債は借

りないというようなことで、今年度の予算を計上しておるところでございます。こういっ

た、先ほど岩﨑議員がおっしゃったようなことで、なるべく交付税措置のある起債を活用

するというようなことでいろんな事業を実施するように努めてまいりたいと思います。

先ほどおっしゃった補助金の有効活用ということもありますし、そういったことで財政

調整基金の活用、補助金の有効活用、そして交付税措置のある起債の活用ということで進

めてまいりたいと考えております。

臨時財政対策債につきましては、元利償還金につきましては、基準財政需要額の基礎数

値の中に基準財政需要額として算定されるということでありまして、その元利償還金につ

いては交付税措置されるということでありますが、先ほど議員さんがおっしゃったように、
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これも借金でございますので、起債全般につきましてこの実質公債費比率を下げるために

今後なるべく交付税措置のある有利な起債を選定するとか、計画的な起債事業の実施、あ

るいは国庫補助金の有効活用というようなことで、なるべく起債を減らす努力をしていき

たいと考えております。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 報告第１０号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

議 長（岸 祐次君） 日程第５、報告第１０号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告

についてを議題といたします。

報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告申し上げます。

報告第１０号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分について。

本事案は、道路除草作業中に生じた事故の損害賠償について、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決処分としたので、同条第２項の規定によ

り報告をするものであります。

詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 本事案は、別添専決処分書のとおり、損害賠償の額５万９，１０２円、

損害賠償の相手方は、住所、氏名とも記載のとおりであります。

事故の状況でありますが、平成２８年６月２８日午前９時４０分ごろ、吉岡町大字小倉

６９５番地７７付近の町道において、除草作業中、誤って石が飛散してしまい、道路を西

に向かって走行中の車両の右側側面ガラスを破損したものであります。原因につきまして

は、作業員の注意が十分に行き届かなかったことにより発生した事故であります。

このたび、町と損害賠償の相手方との当事者で示談が成立し、和解となりましたので、

ここに報告するものであります。

示談の内容につきましては、町が損害賠償の相手方に、金５万９，１０２円を支払う義
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務があることを認め、これを相手方が指定する口座に支払い、当事者間には一切の債権・

債務関係がないことを確認しました。

なお、損害賠償金額５万９，１０２円は、町が加入している全国市町村総合賠償保険か

ら支払われております。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（岸 祐次君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） 草刈りの中で石が飛んだということらしいですけれども、その善後策とし

て、今後の注意点とか、方法を改めたとか、その辺はどうなっていますか。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 今後につきましては、石の飛散は偶発的なものではございますが、飛

散を予期できないものでありますが、シート等の覆いをかぶすとか、あるいはその人的な

注意でありますとか、刈り払い機の作業講習等の啓発とか、その辺を含めて進めてまいり

たいと考えております。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） そういう事故が発生をして、それですぐいわゆる改善というのですかね、

何か今の話を聞いていると、これから考えたいというような感じに受けとめるのですけれ

ども、その後において、よくその刃は、ひもと比べて刃はよく飛びますよね。そのような

方法、対策というのは講じたのか。また、これはあれですか、町が直接の刈り払いだった

のですか。形態はどういう形態だったのですか。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 作業員さんにつきましては、シルバー人材センターからの人材派遣契

約に基づいて作業していただいておりますので、実際上のこの作業指示といたしましては、

道路の維持管理業務ということで、除草のほかの作業も行っていただいておりますので、

指揮監督としては町の下にございますので、例えば先ほどのひもだったら石が飛ばないと

か、そういったところも含めて検討したい。第一義的には、石が飛ばないようにというこ

とで、よく覆いをこう、何ていうのですかね、ブルーシートというか、そういうシートを

かぶせるというところを指導をさせていただいたところでございます。
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議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 報告第１１号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告について

議 長（岸 祐次君） 日程第６、報告第１１号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分の報告

についてを議題といたします。

報告を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 報告をさせていただきます。

報告第１０号と同じ案件になるかと思いますけれども、よろしくお願いをしたいと思っ

ております。

報告第１１号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分について。

本事案は、道路除草作業中に生じた事故の損害賠償について、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、別紙専決処分のとおり専決処分としたので、同条第２項の規定により

報告をするものでございます。

詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 本事案は、別添専決処分書のとおり、損害賠償の額３万７，７３５円、

損害賠償の相手方は、住所・氏名とも記載のとおりであります。

事故の状況でありますが、平成２８年７月１２日午後２時ごろ、吉岡町大字漆原５２７

番地付近の町道において、道路除草作業中に誤って石が飛散してしまい、道路を東に向か

って走行中の車両の右側側面ガラスを破損したものであります。

原因につきましては、先ほど同様、作業員の注意が十分に行き届かなかったことにより

発生した事故でございます。

このたび、町と損害賠償の相手方との当事者の間で示談が成立し、和解となりましたの

で、ここに報告するものであります。

示談の内容につきましては、町が損害賠償の相手方に金３万７，７３５円を支払う義務

があることを認め、これを相手方が指定する口座に支払い、当事者間には一切の債権・債

務関係がないことを確認いたしました。
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なお、損害賠償金額３万７，７３５円は、町が加入している全国市町村総合賠償保険か

ら支払われております。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 報告が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

山畑議員。

〔１３番 山畑祐男君発言〕

１ ３ 番（山畑祐男君） 先ほど小池議員が質問していましたけれども、その改善策ということで、

課長のほうからブルーシートをやっているというお話でしたが、それは全ての草刈りにつ

いて、道路に対してですけれども、やっていることなのでしょうか。お尋ねします。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 道路の除草については、そのような対応をとるようにという指導をさ

せていただいておりますが、道路以外の、例えば公園でありますとか、そちらのほうまで

は今のところ言っておりませんけれども、当然周囲には十分注意して作業をするようには

指導をしておるところでございます。

以上です。

議 長（岸 祐次君） 山畑議員。

〔１３番 山畑祐男君発言〕

１ ３ 番（山畑祐男君） 全てではないということでのお話でしたけれども、車のガラスを割るほど

の威力のある、破壊力がある、そのパワーを持った石が飛んでくるということで、人に当

たったらば大きなけがに当たると思うのです。したがって、公園等についてもその辺のと

ころを配慮しながら、今後は指導していただければなというふうに願うわけです。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認めます。

本件は報告でございますので、これにて終結いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第３５号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

議 長（岸 祐次君） 日程第７、議案第３５号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例の一部を改

正する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。
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石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３５号 吉岡町福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する条例について提案

理由を申し上げます。

本条例の改正は、現行の条例では、申請者を受給資格者本人としていることから、保護

者等も申請が行えるよう条例を改正し、事実上のそごを解消するためのものであります。

なお、詳細につきましては、健康福祉課長をして説明させますので、審議の上、可決い

ただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） 本条例の改正は、町長の提案説明のとおり、事実上、福祉医療に関す

る申請や手続において、保護者等が行っているケースがほとんどであります。また、受給

資格者本人が手続等を行うことが困難である者もおられることから、申請及び手続につい

て改正するものであります。

それでは、説明させていただきます。新旧対照表をごらんください。右の旧が現行、左

の新が改正案ということでお願いするものでございます。

右の旧の第４条、第７条、第９条、第１０条、次ページの第１４条の「支給対象者或い

は受給対象者」に左の新で「支給対象者の保護者、養育者その他の者で、支給対象者を現

に監護しているもの」を加えるものであります。

第４条は、認定の申請、第７条は、支給申請、第９条は、受給資格の喪失、変更及び福

祉医療費支給額の減額の届け出、第１０条は、受給資格証の再交付の届け出、第１４条は、

町外転出により受給資格者であったことの証明書の交付申請、以上、保護者等も手続でき

るよう改めるものでございます。

議案書のほうを見開きお願いいたします。

「附則、この条例は、公布の日から施行する。」であります。

以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第３５号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
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日程第８ 議案第３６号 吉岡町農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部を改正

する条例

議 長（岸 祐次君） 日程第８、議案第３６号 吉岡町農業委員会の選挙による委員の定数条例

の一部を改正する条例を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３６号 吉岡町農業委員会の選挙による委員の定数条例の一部を改正する条例に

ついて提案説明を申し上げます。

本議案は、農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員会が公職選挙法の準用に

よる選挙から、議会の同意に基づく町長の任命制に変わったことと、農業委員会の委員会

内に「農地利用最適化推進委員」を新たに設けることになったため、必要な改正をお願い

をするものであります。

なお、詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） それでは、改正の概要を説明させていただきます。

昨年９月に成立した農業協同組合法等の一部を改正する等の法律により、農業委員会等

に関する法律が改正され、農業委員が公選制から、議会の同意に基づく町長の任命制に変

わり、新たに農業委員会が農地利用最適化推進委員を委嘱することとなりました。

法律の施行日は、平成２８年４月１日からですが、法律の適用は、その日以降初めて行

われる改選からでありますので、現行委員の任期満了日の平成２９年４月２６日以降の委

員の選任に適用されます。

最初に、農業委員の定数は、国からのガイドラインでは、おおむね現行の半数程度とな

っておりますところから、現行の１６人、選挙による委員さんが１３人と推薦の方３人の、

合わせて１６人なのですけれども、の半数であります８人とさせていただきたいと考えて

おります。なお、国等から、農業委員の定数は、農地利用最適化推進委員の定数を上回ら

ないこととの指導がありました。

次に、農地利用最適化推進委員は、農業委員が区域ごとに農業者から推進委員の候補者

の推薦を求め、農業委員会が委嘱します。国から示された定数の基準は、農地おおむね１

００ヘクタール当たり１人ということになりますので、吉岡町の農地面積は約７５０ヘク

タールということで把握しておりますので、８人とさせていただきたいと考えております。
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続いて、具体的な内容を説明させていただきます。議案書の１ページをごらんください。

まず、現行条例の題名を農業委員の公選制の廃止及び農地利用最適化推進委員の新設に

伴いまして「吉岡町農業委員会の選挙による委員の定数条例」を「吉岡町農業委員会の委

員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例」に改めるものでございます。

次に、議案の５行目以下なのですけれども、「本則中」以下の説明は、新旧対照表をご

らんください。右側の旧区分にございますとおり、現行条例では選挙による委員の定数を

１３人と定めるのみでございますが、改正後の条例では、左側の新の区分にありますとお

り、先ほどの題名の変更以下第１条を新たに設けまして、農業委員の定数と農地利用最適

化推進委員の定数を定めるというこの条例の目的を規定するとともに、第２条で農業委員

の定数を８人と、第３条で農地利用最適化推進委員の定数を８名と定めるものであります。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） ２点ほどお伺いしますけれども、その法律の改正によりまして、公選制か

ら町長の指名と、そして議会の同意というふうになりましたけれども、今男女共同参画

という立場からして、どうしても今まで全体が男性に偏りがちだったのですけれども、

町長の任命制ということになると、町長の権限で当選する受け手ということも考えられ

ますけれども、そういう立場から、８人であれば、４人、４人というようなことが妥当

ではないかというふうに思うのですけれども、その辺の考えはどうなっているのかとい

うのが第１点と、それから３条の中の農地利用最適化推進委員、これも８名であります

けれども、これらの人たちの女性参画という立場でもどういう考えを持っているかとい

うのと、それと新しくできる農地利用最適化推進委員それぞれの報酬等はどのようにな

っているかについてお伺いするものです。

議 長（岸 祐次君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） ただいま小池議員のほうから、男女参画ということで、男女の差別なくど

ういった形で選ぶんだということですけれども、これから農業委員が８人、推進委員が８

人ということになろうかと思いますけれども、今までは農業委員の方々は女性が２人とい

うことで、今まで現状ではやってきたということでございます。そういったことを踏まえ

まして、これから私が選ぶということになりますと、いろんなことと相談しながらやって

いきたいというようには思っております。
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報酬の関係につきましては、これからこの条例を通していただきまして、これから検討

していくという段取りになろうかと思っております。報酬の件に関しましては、いろんな

面で吉岡町のいわゆる今までの農業委員の方々の報酬は妥当か、妥当でないかというよう

なことにいろんなことで考えますと、これからそういったことも踏まえて、この吉岡町は

他町村と違いまして、農業委員にかかわる仕事が渋川並みだと、渋川以上だというような

話も聞いております。そういったことも加味しまして、どういった報酬が妥当かというこ

ともこれから検討していきたいというようには思っております。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第３６号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 議案第３７号 吉岡町農業委員候補者選考委員会設置条例

議 長（岸 祐次君） 日程第９、議案第３７号 吉岡町農業委員会候補者選考委員会設置条例を

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３７号 吉岡町農業委員候補者選考委員会設置条例についての提案説明を申し上

げます。

本議案は、農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員が公職選挙法の準用によ

る選挙から、議会の同意のもと町長の任命制に変わったことを受け、地域の農業関係者等

からの推薦者や公募応募者を町長の諮問に基づき選考するための委員会を設置させていた

だくものであります。

なお、詳細につきましては、産業建設課長より説明をさせます。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） それでは、吉岡町農業委員候補者選考委員会設置の趣旨から説明させ

ていただきます。

昨年９月に成立した農業協同組合法の一部を改正する等の法律により、農業委員会等に

関する法律が改正されて、公選制から議会の同意に基づく町長の任命制に変わったことは、

議案第３６号でご案内のとおりでございます。
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町長が事前に地域の農業者や農業団体からの推薦を求めるとともに、公募も実施します。

この推薦及び公募の結果は公表が求められております。また、農業委員は、認定農業者が

過半数を占めること及び農業以外の中立的な立場の方も最低１人入ることが求められてお

ります。また、農業委員の定数は８名とさせていただきましたので、推薦をいただいた候

補者や公募に応募された方が、農業委員会等に関する法律第８条に規定する要件に該当す

るか否かについて判断するとともに、定数以上の応募があった場合、候補者の選考を行う

に当たって、行政以外の外部の意見を求めながら選考する機関を設置したいと考え、その

根拠条例を整備するものでございます。

それでは、具体的な内容を説明させていただきます。議案書１ページをごらんください。

第１条では、本条例の設置目的を規定するものでございます。

第２条では、所掌事項といたしまして、町長の諮問に応じて候補者を選考することを規

定するものであります。

第３条では、委員の定数を８人以内とし、農業委員５人以内、農業協力員２人以内、農

業協同組合の代表者等をその構成員とし、その任期を３年とすることを規定するものであ

ります。

第４条では、委員長以下委員会の組織体制を規定するものであります。

第５条では、会議の招集及び成立要件、議決要件について規定するものであります。

第６条では、議事に関連ある者の議事への参画を制限することを規定するものでありま

す。

第７条では、会議の公開の原則を規定するとともに、公開についての除外規定を設ける

ものであります。

第８条では、議事録の作成及び公表について定めるものであります。

第９条では、委員の秘密保持について定めるものであります。

ページをはぐっていただきまして、第１０条では、委員会の庶務について定めるもので

あります。

第１１条では、委任事項について、本条例に定めるもののほか、選考委員会で定める旨

を規定するものでございます。

附則第１項では、施行期日を公布の日としております。これは、選考作業を任期満了の

前から行うことから、条例成立後直ちに事務を進めてまいりたいと考えておりますので、

公布の日とさせていただきました。

附則２項では、選考委員会の委員は、非常勤特別職の職員となることから、「吉岡町特

別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」別表中、役職名「農業委員

候補者選考委員」を追加いたしまして、報酬額「日額８，８００円」を加えるもので、同
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条での一部を改正するものでございます。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第３７号は、産業建設常任委員会に付託します。

ここで休憩をとります。再開を１０時４５分とします。

午前１０時２６分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午前１０時４５分再開

議 長（岸 祐次君） それでは、会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１０ 認定第１号 平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１０、認定第１号 平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定

についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算認定について、説明申し上げます。

平成２７年度一般会計歳入歳出決算認定についての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算

を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、認定くだ

さいますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） 本決算書は、１ページから３７２ページまでとなっております。主要施策

の成果説明書を別冊といたしました。また、配付いたしました平成２７年度決算参考資料

のうち、資料番号１番の一般会計主要事業決算状況一覧の構成は、決算書に沿って、款、

項、目の順として、決算書のページを入れています。資料番号９の用語解説まで添付して

いますので、参考にしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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決算書の３ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額６７億７，０５１万３，００２円、歳出総額６７億３，

７６１万４０７円、歳入歳出差し引き額３，２９０万２，５９５円、翌年度へ繰り越すべ

き財源、繰越明許費繰越額１，８１１万６，０００円、実質収支額１，４７８万６，５９

５です。

実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定に基金繰入額はありません。

決算書４ページから７ページは一般会計歳入歳出決算書の歳入。

８ページから１１ページは、その歳出となっています。

１２、１３ページは、歳入歳出事項別明細書の総括で、歳入の部となっています。

１４ページからの事項別明細書で説明いたします。

１款１項の町税、町民税の収入済額１１億１，３６５万５，０５０円、不納欠損額２５

７万６，１６２円、収入未済額４，２９１万６，７０３円です。２項固定資産税、収入済

額１０億５，６０８万３，６８３円、不納欠損額３，８０２万６，００２円、収入未済額

５，７１６万９，４０５円。３項軽自動車税、収入済額５，３２０万２，１２３円、不納

欠損額６万６，３００円、収入未済額１４８万５３３円。４項町たばこ税、収入済額１億

７，３１６万４，８７３円。５項入湯税、収入済額１，１９１万５，６７０円です。

町税の収入状況等は、主要施策の成果説明書の３８ページをごらんください。

町民税個人、法人、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税、平成２５年度から２

７年度までの収入状況となっております。

２７年度の列、町民税、個人、現年、滞納の収納割合は、個人の計９５．８％、法人の

計９７．９％です。以下、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税、それぞれの収入

割合、構成比、前年対比となっています。

不納欠損額については、別添資料６に年次推移として、一般会計、特別会計まで記載し

ております。一般会計は１ページから２ページ、特別会計は３ページからとなっています。

決算書に戻っていただきまして、１４、１５ページ、１款１項町民税、収入未済額の該

当者は、個人、現年度課税分２０２人が該当します。法人は、現年課税分６社となってい

ます。２項固定資産税、収入未済額の該当者は、現年課税分１９５人となっています。３

項軽自動車税、収入未済額の該当者は、現年課税分８２人です。

２款から１１款については、国または県が徴収して定められた割合によって譲渡、また

は交付されるものです。

２款地方譲与税、収入済額８，７８６万６，０００円。

３款利子割交付税、収入済額３８８万２，０００円。

１６、１７ページに移ります。
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４款配当割交付金、収入済額１，２２７万６，０００円。

５款株式等譲渡所得割交付金、収入済額１，２４５万円。

６款地方消費税交付金、収入済額３億４，３７７万４，０００円。

７款ゴルフ場利用税交付金、収入済額１３５万４，００５円。

８款自動車取得税交付金、収入済額１，８７８万円。

９款地方特例交付金、収入済額２，１８８万１，０００円。

１８、１９ページに移ります。

１０款地方交付税、収入済額１２億３，３０７万４，０００円。

１１款交通安全対策特別交付金、収入済額４１７万１，０００円です。

成果説明書の２５ページをお願いいたします。

普通会計の収入状況として、地方税から地方債まで、決算構成比、増減率をそれぞれ記

載しております。

また、決算参考資料の資料番号９、用語解説、５ページから８ページには地方譲与税か

ら交通安全対策特別交付金の解説を記載しております。

決算書１８、１９ページに戻りまして、１２款の分担金及び負担金、１項負担金、収入

済額１億５，５０６万７，１５０円、１目民生費負担金２節児童福祉費負担金、保育関係

の保護者負担金において、不納欠損額５７万２，０００円、収入未済額５８１万５，５０

０円です。不納欠損の該当者は６人です。収入未済額該当者は４７名です。現年が１９で

過年が３７となっております。

１３款使用料及び手数料、収入未済額３，５５９万３，３２８円。１項使用料、１目か

ら４目まで、１目農林水産使用料、収入済額３９０万３，０００円。

２０ページ、２１ページに移ります。

２目土木使用料、収入済額１，５５３万１，９９７円、２節住宅使用料、収入済額１，

２７４万９，２５０円、収入未済額３５３万２，２８０円は、該当者８人です。３目教育

使用料、収入済額４９９万３，２４０円、２項手数料、１目から３目まで、収入済額１，

１１６万５，０９１円です。

２２、２３ページに移ります。

１４款国庫支出金、収入済額９億５，７６３万５，０４４円。

参考資料２、一般会計歳入年度別推移、いわゆる収入済額をごらんください。

一般会計の収入で、１４款国庫支出金は、前年比で１２３．５％となっています。

１５款県支出金は、前年比１４８．１％となっています。

決算書２４、２５ページに戻っていただきまして、増額の主なものは、最初に４目土木

費国庫補助金で１，１７８万３６５円、社会資本整備総合交付金（駒寄スマートＩＣ）、



- 24 -

６目総務費国庫補助金１節総務費国庫補助金４，７０３万５，６９２円、地域活性化・地

域住民生活等支援交付金（地域消費喚起・生活支援型）、同（地域創生先行型）、次に２

６、２７ページに移ります。５目教育費国庫補助金４節社会教育費国庫補助金、民生安定

施設設置助成補助金の増額７，４１０万円、具体的には、社会体育館改修工事です。この

ことが主な増額の要因となっています。

２８、２９ページに移ります。

１５款の県支出金、収入済額８億４６０万９，８７７円、増額の主なものは、３２、３

３ページの２目民生費県補助金６節児童福祉費県補助金の群馬県安心こども基金事業（保

育所等緊急整備事業）県補助金を繰り越したもの１億７，２３３万６，０００円と、３４、

３５ページの４目農林水産業費県補助金１節農業振興費県補助金、被災者向け経営体育成

支援事業県補助金（繰越明許）１億１，４６７万９，２３７円を繰り越したものが主な増

額の要因となっています。

３６、３７ページに移ります。

１６款の財産収入、収入済額７９６万８９４円、１項２目利子及び配当金がその主なも

のとなります。財政調整基金利子から収入印紙等購買基金利子まで、収入済額５３１万２，

０７６円です。

１７款の寄附金、収入済額３０６万４，０００円。３８、３９ページに記載のとおりで

すが、一般寄附金５２万６，０００円、ふるさと納税２５３万８，０００円です。一般寄

附金は２件、ふるさと納税は２８件です。

１８款繰入金、収入済額１，３１４万２，８７１円。２項基金繰入金１，０４５万９，

０００円が主なものとなります。

１９款繰越金１億１，７２７万５，４０４円、２６年度の繰越金です。このうち５，９

９６万５，０００円は繰越明許です。

２０款諸収入、収入済額７，５３３万５，０３０円。１項の延滞金加算金過料、収入済

額７９６万９，２２１円、１，５２７件分です。３項貸付金元利収入、収入済額５００万

円、勤労者生活資金融資預託金です。４項受託事業収入、収入済額６００万円、渇水対策

施設管理費（水道分）です。５項雑入、収入済額５，６３６万５，８０９円です。３目雑

入５，６３６万５，８０９円です。雑入は、４１から４５ページの記載のとおりです。主

なものは、４３ページ、オータムジャンボ宝くじ市町村交付金３９８万５，０００円、４

５ページ、地域活動支援センターよしおか負担金１，６０３万７，５００円、駒寄スマー

トＩＣ大型化事業にかかわる前橋市負担金４２３万５４２円などです。

２１款の町債、収入済額４億５，３３０万円、１項１目１節臨時財政対策債３億１，７

９０万円、４６ページに移ります。２目土木費１節緊急防災・減災事業債５，２４０万円、
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３目１節緊急防災事業債５００万円、４目２節一般補助施設整備等事業債７，８００万円

です。

成果説明書２８ページに、地方債の状況として、２７年度発行額は、区分５教育・福祉

施設等整備事業（一般補助施設整備等事業債、いわゆる社会体育館）７，８００万円、区

分６一般単独事業債（緊急防災・減災事業債）、区分１０臨時財政対策債３億１，７９０

万円となり、２７年度合計では４億５，３３０万円となっています。

決算参考資料５、町債年度末残高一般会計から水道事業会計の全会計では、９３億５，

８２４万７，１４９円の状況です。

以上、歳入の説明といたします。

続きまして、決算書４８、４９ページは、歳出の総括となります。

５０、５１ページからの事項別明細書で説明いたします。

１款１項の議会費です。支出済額１億２６４万８５９円。主なものは、１節報酬３，８

６８万７，１９５円、１３節委託料２３０万６，１１４円は議会映像配信事業です。平成

２７年度決算参考資料、資料番号１、平成２７年度主要事業決算状況一覧表の１ページに

記載のとおりです。

款、項、目、区分、事業名、決算額（予算額）、決算額内訳、財源内訳、事業内容及び

実績、課名（室名）、分野となっています。平成２６年度からこの一般会計主要事業決算

状況一覧は、款、項、目ごとに編成しています。歳出の説明は、決算書に沿ってこの主要

事業決算状況一覧を参考としてごらんください。

決算書５２、５３ページ、２款総務費、支出済額８億８５３万５，４９２円。主要事業

決算状況一覧は１ページです。１項総務管理費、支出済額６億５，４２５万９，３５５円。

決算書５４、５５ページ、主なものは、１３節委託料４，５３５万１，８２８円のうち自

治会事務委託料３，５４０万４，８００円。

資料番号４には、ごらんになっていただければと思いますが、資料番号４には、自治会

関係支出金一覧で、本委託料、補助金等を記載しております。あわせてごらんください。

決算書、５５ページ、１４節使用料及び賃借料２９１万２，２４１円のうち１２１万２，

７５０円は住民広場の支出。１９節負担金、補助及び交付金、以下「負補交」３，６２１

万１，７６８円のうち、５６ページ、５７ページ、備考、自治会振興助成金、自治会連合

会活動補助金、集会施設地代助成事業補助金、集会施設等整備事業補助金、魅力あるコミ

ュニティー助成事業助成金、集会施設維持管理における交付金まで、合わせて７０８万７，

０００円の支出は自治会活動支援事業。

決算書５８ページ、５９ページに移ります。主要事業決算状況一覧は２ページ。

５目財産管理費１１節１，４２５万２，９０２円のうち消耗品費（施設管理費）８９万
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１，１６０円のうち５万３，０７６円は、節電対策事業（グリーンカーテン）。

決算書６０ページ、６１ページに移ります。

６目企画費、吉岡町人口ビジョン及び総合戦略策定支援事業（地域活性化・地域生活等

緊急支援交付金（地方創生先行型）事業）と総合計画後期基本計画策定業務が主なもので

す。

最初に、総合計画工期基本計画策定業務として、１節報償費、備考欄、総合計画審議会

委員９万６，８００円、１３節委託料、備考欄、総合計画後期基本計画策定業務委託２６

６万７，６００円が主な支出となります。

次に、吉岡町人口ビジョン及び総合戦略策定支援事業（地域活性化・地域生活等緊急支

援交付金（地方創生先行型）事業）として、１３節委託料、備考欄、吉岡町人口ビジョン

及び総合戦略策定支援事業（繰越明許）８８５万６，０００円の支出が主なものとなりま

す。

決算書６２、６３ページ、主要事業決算状況一覧は３ページに移ります。

８目諸費、放課後児童見守りパトロール業務委託事業（繰越明許）、防犯灯ＬＥＤ化事

業、防犯カメラ設置事業、同事業の繰越明許、防犯事業が主なものとなります。

最初に、放課後児童見守りパトロール業務委託事業（繰越明許）、１３節委託料、備考

欄、放課後児童見守りパトロール業務委託事業（繰越明許）２０８万４，９４０円の支出

が主なものとなります。

次に、防犯カメラ設置事業、決算書６４、６５ページに移ります。

１５節工事請負費、備考欄、防犯カメラ設置工事３２９万５，０５５円の支出が主なも

のとなります。次に、防犯カメラ設置事業（繰越明許）、１５節工事請負費、備考欄、防

犯カメラ設置工事（繰越明許）２９９万１，６００円の支出です。

主要事業決算状況一覧は４ページに移ります。

次に、防犯事業、１９節負補交、備考欄、渋川地区広域暴力団排除推進協議会負担金５

万３，０００円、県防犯連渋川支部会費４１万５，０００円、防犯委員会補助金１０万円

が主な支出です。１０目交通対策費、道路交通安全施設整備事業が主なものです。１５節

工事請負費、備考欄、道路交通安全施設工事５１９万８，９０４円の支出となります。

決算書６６ページ、６７ページに移ります。

１１目コミュニティーセンター供用施設費、コミュニティーセンター和室畳交換事業、

１１節事業費、備考欄の修繕費４７万１，９２０円のうち３０万１，９６８円の支出です。

決算書６８、６９ページに移ります。

１４目温泉事業費２，８２４万３，９３２円は、吉岡町緑地運動公園及びリバートピア

吉岡管理委託としての支出です。１３節委託料１，８９０万円は、緑地運動公園及びリバ
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ートピア吉岡指定管理料、１５節工事請負費９００万３，０９６円は、温泉施設改修工事

の支出となっています。

決算書７２、７３ページ、主要事業決算状況一覧は５ページに移ります。

４項２目県知事選挙費７１８万４，４９２円、県知事選挙事務としての支出となってい

ます。３目２目県議会議員選挙費１１４万２，４２４円。

決算書７４、７５ページ、主要事業決算状況一覧は６ページに移ります。

県議会議員選挙事務としての支出です。４目町長・町議会議員選挙費１，００３万１，

５９６円、町長・地方議会議員選挙事務としての支出です。

決算書７６、７７ページに移ります。主要事業決算状況一覧は７ページに移ります。

２目各種統計調査費８０８万５，１９２円は、１１節需用費消耗品費の一部を除いて、

国勢調査の事業としての支出です。

３款１項１目社会福祉総務費１億２，８２９万７，３６７円、主要事業決算状況一覧は

８ページから１０ページまで、臨時福祉給付金事業、子育て世帯臨時特例給付金、地域福

祉計画・活動計画策定業務、ふとん乾燥消毒サービス事業、一人暮らし老人緊急通報シス

テム設置事業、敬老祝金品支援事業、寝たきり老人介護慰労金事業、介護保険事業特別会

計繰出金がその主要事業となります。

決算書７８、７９ページ、臨時福祉給付事業、子育て世帯臨時特例給付金ですが、１３

節委託料、備考欄、電算業務委託（臨時福祉給付金給付事業）２００万８，６９２円、同

じく電算業務委託（子育て世帯臨時特例給付事業）７３万３，１０４円。

決算書８０、８１ページに移ります。

１９節負補交、備考欄、子育て世帯臨時特例給付金１，００６万２，０００円、臨時福

祉給付金１，６１８万２，０００円が主な支出となります。臨時福祉給付金給付事業は、

消費税の引き上げに際し、低所得者に与える負担の影響に鑑み、社会保障の充実のための

措置とあわせて、低所得者に対する適切な配慮を行うための給付措置。次に、子育て世帯

臨時特例給付金給付事業は、子育て世帯に対する消費税の引き上げによる影響を緩和する

ためのものです。

４目老人福祉費１億９，８３５万６，１１９円のうち地域福祉計画・活動計画策定業務、

８節報償費、備考欄、地域福祉計画・活動計画策定委員１８万４，８００円、１３節委託

料、決算書８２、８３ページ、備考欄、地域福祉計画・活動計画策定業務委託料３０２万

４，０００円が主な支出となります。

主要事業決算状況一覧は１０ページに移ります。

決算書８１ページに戻りまして、ふとん乾燥消毒サービス事業、１３節備考欄、４３万

２，０００円の支出。
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次に、一人暮らし老人緊急通報システム設置事業、決算書８２、８３ページに移ります。

１３節７１万６４０円は、一人暮らし老人緊急通報システム設置事業、設置者２０名。

次に、敬老祝金品支給事業、２０節扶助費１，０３２万６，５７０円、備考欄、敬老年金

として５４３万円が主な支出です。次に、寝たきり老人介護慰労金事業、２０節扶助費、

備考欄、介護慰労金４２６万円、支出は、在宅で介護をしている介護者の労をねぎらうた

めのもの。２８節繰出金１億７，３１４万３，９００円は、介護保険事業特別会計繰出金

としての支出です。

主要事業決算状況一覧は１１、１２ページです。決算書は８２、８３ページをお願いし

ます。

６目障害者福祉費３億２，９６３万５９０円の支出は、障害者自立支援事業、難病患者

支援事業がその主な事業としての支出です。１９節負補交と２０節扶助費の支出を主に障

害者自立支援事業となります。事業総額は２億３，２３６万７，８２８円、障害者福祉サ

ービスが必要と認められた申請者に対して実施しています。

決算書８６、８７ページ、主要事業決算状況一覧は１２ページです。

７目福祉医療費１億９，５４６万５，１６７円、２０節扶助費１億９，１０２万２，４

０９円の支出を主に、医療費無料化事業です。社会保険等で医療を受けた場合の自己負担

を公費で負担するものです。

決算書８８、８９ページ、主要事業決算状況一覧１３ページに移ります。

９目老人福祉センター費１，８７５万６，４５０円、１３節委託料１，８２６万４，０

００円の支出が主なものとなります。吉岡町社会福祉協議会を指定管理者としての委託料

です。１０目後期高齢者医療費１億７，７６３万６，０４２円、１９節負補交１億３，８

９６万６，２５８円は、療養給付費負担金としての支出。２８節繰出金３，８６６万９，

７８６円は、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金です。

決算書、９０ページ、９１ページに移ります。

２項１目児童福祉費１３節委託料２万３，０００円は、産前・産後サポート事業広域委

託料です。２目児童手当費４億１，１７２万９，７２２円、２０節扶助費４億１，１６５

万５，０００円は、児童手当費支給事業としての支出、児童の年齢に応じての手当の支給

をしたものです。

３目児童保育費８億９，８４８万５，６８２円、主要事業決算状況一覧は１５ページで

す。１３節委託料、備考欄、保育運営費委託料６億５，５６８万７，６８０円が主な支出

です。私立保育所運営委託として、町内外の私立認定保育所に対しての支払いです。同目

１９節負補交、備考欄、施設型負給付費１，１０８万２，７００円は、町内在住の乳幼児

が通う町外の認定こども園・幼稚園・保育所等が対象です。
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同目１９節、決算書９２、９３ページに移ります。

同目１９節負補交、備考欄、障害児保育費補助金３０７万２，０００円、一時預かり事

業補助金２１３万２，２００円、延長保育費１６４万２，０００円、保育充実促進事業費

補助金１，０５１万２，９００円は、保育所補助事業としての支出です。同目１９節負補

交、備考欄、私立保育所等施設整備補助金５７０万６，０００円は、保育所補助事業とし

ての支出です。

主要事業決算状況一覧は１６ページ、吉岡町第４保育園分園舎改修事業４５０万円、保

育所定員増に伴う備品設置補助金１２０万６，０００円です。

決算書、９２、９３ページ、４目児童館費１，８２０万８，５４８円、児童館改修事業

が主な支出となります。１３節委託料、備考欄、児童館耐震改修工事管理業務委託８２万

８，０００円、１５節工事請負費１，３６８万３，６００円です。

決算書９４、９５ページに移ります。

５目学童保育事業１，８１３万１，６６１円、１３節、備考欄、学童クラブ指定管理料

１，６６７万７，０６１円が主な支出です。

決算書９４、９５ページ、主要事業決算状況一覧は１７ページに移ります。

４款１項１目保健衛生総務費２億８，７３１万６，０２２円、主要事業決算状況一覧の

事業名、よしおか健康№１ダイヤル２４、わかば健診事業、住宅用太陽光発電システム設

置補助金、国民健康保険事業特別会計繰出金がその主要事業となります。

決算書９６、９７ページ、１３節委託料、備考欄、よしおか健康№１ダイヤル委託料１

９２万８，４１０円、同節、備考欄、健康診査等委託料（わかば健診）２４３万１，２９

６円、１９節負補交５９９万２，０００円は、住宅用太陽光発電システム設置整備事業補

助金としての支出、環境負担の少ないクリーンエネルギーの普及促進を図るもの。

決算書９８、９９ページに移ります。

２８節繰出金１億２，９８５万３，２４６円は、国民健康保険事業特別会計繰出金とし

ての支出です。

主要事業決算状況一覧は１８ページに移ります。

３目母子衛生費１３節委託料１，７６６万１，４８７円、主なものは備考欄、妊婦健康

診査委託料１，６５９万２，４６０円、１９節負補交４３万３，２９０円と合わせて妊婦

健康診査支援事業です。全妊婦を対象に健康診査を実施し、母体や胎児の健康確保を図る

もの。８節報償費、備考欄、健康相談謝礼（繰越明許）６６万８，０００円は、健診後の

要観察児童の電話相談や訪問相談等のフォローを充実させたもの。

決算書１００、１０１ページに移ります。

４目健康増進費、がん検診事業、健康№１プロジェクト事業の支出となります。がん検
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診事業の主なものは、１２節役務費、備考欄、検診関係通知郵便料１４９万７，５１３円

のうち１４２万８，９５２円、１３節３，９１１万６，９６０円、備考欄、健康診査等委

託料・事務委託料です。がん検診と特定健診を同時に実施する総合健診を開始し、検診料

を無料とした。

主要事業決算状況一覧は１９ページに移ります。

よしおか健康№１プロジェクト事業の主なものは、１９節負補交１０９万１５円、同事

業の補助金としての支出です。

５目環境衛生費、浄化槽設置整備事業の支出となります。主なものは１９節負補交、備

考欄、浄化槽設置事業事業費補助３５４万円、浄化槽エコ補助金１０万円です。単独浄化

槽やくみ取り式から合併浄化槽への転換を促進するもの。

決算書１０２、１０３ページに移ります。

２項清掃費２目塵芥処理費、資源ごみ回収事業の支出となります。１９節負補交、備考

欄４６１万２，０５０円の支出は、ごみの減量、資源の再利用及び地域コミュニティーの

育成を促進するもので、４６団体に交付した。

主要事業決算状況一覧は２０ページに移ります。

決算書、５款１項１目労働諸費、勤労者住宅資金利子補給事業、勤労者生活資金融資事

業の支出となります。

決算書１０４、１０５ページに移ります。

１９節負補交１，１７０万７，５００円は、勤労者住宅資金利子補給事業としての支出。

２１節貸付金５００万円は、勤労者生活資金融資預託金事業としての支出。

決算書１０６、１０７ページに移ります。

６款１項３目農業振興費、道の駅「よしおか温泉」情報発信強化事業（繰越明許）とし

ての支出です。

主要事業決算状況一覧は２１ページに移ります。

決算書、１３節委託料、備考欄、情報端末ポータルサイト構築委託料（道の駅）（繰越

明許）３３１万５，６００円。

決算書１０７、１０８ページに移ります。

１５節工事請負費、備考欄、無料Ｗｉ-Ｆｉスポット導入工事費（道の駅）（繰越明

許）１０８万３，２４０円、１９節負補交、備考欄、情報発信イベント交付金（道の駅）

（繰越明許）５０万円が主なものとなります。

決算書、１１０、１１１ページに移ります。

４目畜産振興費、畜産振興（悪臭対策）事業、主なものは、１９節負補交、備考欄、畜

産環境対策事業補助金３２万６，５９２円の支出です。
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５目農地費、小規模農村整備事業、群馬用水施設緊急改築事業の支出となります。１９

節負補交、備考欄、小規模農村整備事業負担金３５７万５，０００円の支出。１９節負補

交、備考欄、群馬用水施設緊急改築事業償還負担金１，２８９万８，５５２円の支出とな

ります。

決算書１１２、１１３ページ、主要事業決算状況一覧は２２ページに移ります。

６目地籍調査費、地籍調査としての事業費になります。主なものは、１３節委託料、備

考欄、地籍調査業務委託料１，４２８万８，４００円、復元測量業務委託料９２１万２，

４００円の支出となります。

主要事業決算状況一覧は２３ページに移ります。

７目渇水対策施設維持管理費、渇水対策施設管理業務、渇水対策管路施設移設工事です。

渇水対策施設管理業務の主なものは、１１節需用費、備考欄、電気料１，３０４万７，２

４６円、１５節工事請負費、備考欄、管路施設等修繕工事２，９１０万９，８７０円の支

出です。次に、渇水対策管路施設移設工事は、１５節工事請負費、備考欄、（主）高崎渋

川線バイパス３期工区管路施設補償工事３２万４，０００円です。

８目農業集落排水事業費、農業集落排水事業特別会計繰出金です。２８節繰出金、備考

欄、農業集落排水事業特別会計繰出金１億２，３８２万１，１４９円の支出です。

決算書、１１６、１１７ページ、主要事業決算状況一覧は２４ページに移ります。

７款商工費１項商工費１目商工総務費、吉岡町プレミアム付商品券発行事業（繰越明

許）、住宅リフォーム促進事業です。最初に、吉岡町プレミアム付商品券発行事業（繰越

明許）は、１９節負補交、備考欄、プレミアム付商品券発行事業補助金（繰越明許）２，

７５９万４，６９２円の支出です。次に、同じく備考欄、住宅リフォーム促進事業補助金

２４６万７，０００円の支出です。

２目観光費、よしおか再発見ウォーク、観光ＰＲの事業です。最初に、よしおか再発見

ウォークの主なものは、８節報償費、備考欄、記念品８万８，０７５円のうち７万５，０

００円の支出。よしおか再発見ウォークとして、吉岡町の魅力を掘り起こす事業を実施し

ました。

主要事業決算状況一覧は２５ページに移ります。

同目１１節需用費、備考欄、観光パンフレット６４万６，３８０円、１９節負補交、備

考欄、吉岡町ＰＲ事業交付金２０万５，３３１円を主な支出として、観光ＰＲ事業を実施

しました。

決算書１２０ページ、１２１ページに移ります。主要事業決算状況一覧は２６ページに

移ります。

８款土木費２項道路橋梁費３目道路新設改良費、町道「明小・北発地岡線」道路改良事
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業としての支出です。１３節委託料、備考欄、不動産鑑定業務委託料４７万３，７９６円。

決算書、１２２、１２３ページに移ります。

１７節公有財産購入費、備考欄、用地買収費（単独）１，９２５万５，５９３円が主な

支出となります。明治小学校の通学路である本路線を拡幅するとともに、歩道を整備する

用地の買収を実施しました。

５目橋梁維持費、橋梁の長寿命化としての支出です。１３節委託料、備考欄、橋梁長寿

命化修繕詳細設計業務１，９１１万６，０００円、橋梁補修設計積算・施工監理業務１０

２万３，８４０円は、補修詳細設計９橋と補修工事３橋の支出です。

決算書１２４、１２５ページに移ります。主要事業決算状況一覧は２７ページです。

２目都市施設費、南下城山防災公園整備事業、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業、午

王頭川親水公園整備事業としての支出です。最初に、南下城山防災公園整備事業の主なも

のは、備考欄、不動産鑑定評価時点修正業務（南下城山防災公園）、決算書１２６、１２

７ページに移ります。５万４，０００円、除草業務、同じく（南下城山防災公園）５６万

９，８１５円、梅林管理業務（南下城山防災公園）１６０万９，２００円、用地買収地登

録業務、同じく（南下城山防災公園）４万８，６００円、土地開発公社委託事務、同じく

（南下城山防災公園）２６２万１，８２５円、修正設計業務、同じく（南下城山防災公

園）３６７万２，０００円、１７節公有財産購入費、備考欄、用地買収費（南下城山防災

公園）１億４８７万３，０００円が主な支出となります。土地開発公社が先行取得した公

園用地の一部を買い戻し、コスト縮減を図るため修正設計を実施しました。

主要事業決算状況一覧は２８ページに移ります。

次に、駒寄スマートＩＣ大型車対応事業としての支出。決算書１２５ページに戻りまし

て、１３節委託料、備考欄、不動産鑑定評価業務委託（スマートＩＣ）１１０万１，３８

４円、決算書１２７ページに移ります。備考欄、スマートＩＣ大型車対応化事業（高速道

路区域外）７４３万１，１７８円、駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業（高速道路区域

内）２０９万６，７６３円の支出が主なものとなります。

主要事業決算状況一覧は２９ページに移ります。

次に、午王頭川親水公園整備事業としての支出。１３節委託料、備考欄、午王頭川親水

公園整備基本構想策定業務７４万円となります。２７年度は親水公園の基本構想策定に着

手したもの。

３目下水道費、公共下水道事業特別会計繰出金としての支出。２８節繰出金、備考欄、

公共下水道事業特別会計繰出金１億８，２８２万９，０３５円の支出です。

決算書１２８ページ、１２９ページに移ります。

９款消防費１項消防費１目非常勤消防費、消防団デジタル無線機等整備事業としての支
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出です。１８節備品購入費、備考欄、消防団装備品５０９万７，５７８円は、消防防災無

線は、アナログ方式からデジタル方式に移行するため、消防救急デジタル無線機等の整備

を行いました。

主要事業決算状況一覧は３０ページに移ります。

同目非常勤消防費、消防団運営費としての支出です。１節報償費６８１万５，７５０円、

１３節委託料４９４万円、１９節負補交６０万円は、消防団員に対して、報酬、各種出動

委託料及び運営補助の支出です。

決算書、１４５、１４６ページに移ります。

１０款教育費２項教育振興費２目教育振興費、学校給食事業特別会計繰出金が主なもの

となります。２８節繰出金、備考欄、駒小学校給食事業特別会計８１９万９，４５０円、

明小学校給食事業特別会計繰出金５９２万４，２００円、１児童、１人当たり１万４５０

円を補助した。

３目学校建設費、明治小学校校舎増築事業が主なものです。１３節委託料、備考欄、明

小校舎増築工事設計業務委託１，９２１万６，０００円の支出は、プールの跡地に２階建

て５教室の特別教室棟の実施設計を行った。

決算書１４８、１４９ページに移ります。主要事業決算状況一覧は３１ページに移りま

す。

３項中学校費２目教育振興費、学校給食事業特別会計繰出金が主なものとなります。２

８節繰出金、備考欄、学校給食事業特別会計繰出金７２３万４，２５０円、生徒１人当た

り１万４５０円を補助した。

決算書１５０、１５１ページ、主要事業決算状況一覧は３２ページに移ります。

４項社会教育費１目社会教育総務費、吉岡町・大樹町こども交流事業を主なものとして

います。１３節委託料２３７万４，１７４円を主な支出とします。参加者３０名です。参

加者の負担金は諸収入としています。

決算書１６０、１６１ページ、主要事業決算状況一覧は３３ページに移ります。

５項保健体育費１目保健体育総務費、八幡山グラウンド拡張事業、社会体育館改修事業

が主なもの。最初に、八幡山グラウンド拡張事業の主なものは、１３節委託料、備考欄、

八幡山グラウンド拡張事業（文化財事務所移転）実施設計業務委託料６７５万円、１７節

公有財産購入費、備考欄、八幡山グラウンド用地買収費５，４１０万５，０００円、２２

節補償、補塡及び賠償金、備考欄、八幡山グラウンド建物・立木補償６，０２６万９，１

００円の支出です。用地買収及び拡張区域内にある文化財事務所の建築設計を行いました。

次に、社会体育館改修事業の主なものは、１３節委託料、備考欄、社会体育館改修工事監

理業務委託料４３２万円、１５節工事請負費、備考欄、社会体育館改修工事１億６，６８
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２万７，６００円の支出です。社会体育館の老朽化に伴い、老朽箇所の修繕、柔・剣道室

の床の張りかえ、トイレのバリアフリー化等を実施した。

決算書１６４ページ、１６５ページに移ります。

６項給食センター費１目給食センター費、蒸気回転釜等改修事業が主なものです。１３

節委託料、備考欄、蒸気回転釜等改修工事設計業務委託１０８万円、１５節工事請負費、

備考欄、２，２１７万２，４００円の支出です。漏水箇所の改修及び蒸気回転釜の更新工

事を実施しました。

決算書、１６６、１６７ページに移ります。

１２款公債費１項公債費５億５，４８１万４，２５５円の支出は、元金、利子合わせて

の償還のための支出です。

決算書１６８、１６９ページに移ります。

１４款予備費１項予備費１目予備費の支出はありません。

歳出合計、支出済額６７億３，７６１万４０７円。

歳入歳出差し引き額３，２９０万２，５９５円です。

以上、決算について、主要事業決算状況一覧とあわせて説明いたしました。

なお、一般会計主要事業決算状況一覧の３３ページの次に、ページのないものは、地域

活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）（地域消費喚起・生活支援

型）事業（繰越明許）の再掲となっていますので、あわせて参考にしてください。よろし

くお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町一般会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年８月８日、監査委

員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、

歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。
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これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

岩﨑議員。

〔１１番 岩﨑信幸君発言〕

１ １ 番（岩﨑信幸君） 決算書ではなくて、こちらのほうが説明しやすいので、平成２７年度決算

参考資料、ページ数が２６ページ、道路新設改良費、新規、町道明小・北発地岡線道路改

良事業１，３８４万１，５７０円についてお尋ねいたします。これに関しましては、昨年

度から用地買収で、今年度から事業という形で承っておりますが、この平成２７年度は用

地買収６０６．８８平方メートル実施したと述べております、書いております。これに関

しては全戸数ではないと思うわけでございますが、そこら辺の戸数と進捗状況をお尋ねい

たします。

議 長（岸 祐次君） 髙田産業建設課長。

〔産業建設課長 髙田栄二君発言〕

産業建設課長（髙田栄二君） 町道明小・北発地岡線の用地買収の件で、全員の方の用地の買収が済

んでおらないのではないかとのお尋ねでよろしいですかね。用地買収については今現在、

ほぼ終わっているという認識でおります。今年度に入りまして終わっております。また、

補償の一部が終わっていないというところになっております。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第１号は、予算決算常任委員会に付託します。

ここで昼食休憩をとります。再開を午後１時といたします。

午前１１時４６分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後 １時００分再開

議 長（岸 祐次君） それでは、会議を再開します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１１ 認定第２号 平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

について

議 長（岸 祐次君） 日程第１１、認定第２号 平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕
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町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第２号 平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしく審議の上、認定くださ

いますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書の１７３ページから説明いたします。

実質収支に関する調書、歳入総額１億１，２７１万５，３２４円、歳出総額１億１,２

２０万１，８２２円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の５１万３，５０２円です。

次の１７４、１７５ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算書、歳入。

１７６、１７７ページはその歳出です。

１７８、１７９ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。

１８０、１８１ページから説明いたします。

１款１項給食費納入金、収入済額９，１０１万６，０３０円、教職員給食費５６７万６

９０円、給食センター給食費８１万円、児童生徒給食費８，４２９万３，８５０円、過年

度分２５万４，７４０円となっています。不納欠損額ゼロ。収入未済額２０万８，７００

円です。

成果説明書、１６２ページ、（３）に給食費の収納状況があります。現年度分２０万８，

７００円、２７人、２４戸、過年度分（１７年度から２６年度）２５万４，７４０円、５

人、４戸となっています。

決算書、１８０、１８１ページに戻りまして、２款１項繰入金、収入済額２，１３５万

７，９００円ですが、１人年間５，５００円から１万４５０円に増額です。一般会計繰入

金として、明治小学校分、駒寄小学校分、吉岡中学校分が繰り入れられています。

３款１項繰越金、収入済額２５万８，０９４円。前年度の繰越金です。

４款１項雑入、収入済額８万３，３００円です。

歳入合計、収入済額１億１，２７１万５，３２４円、収入未済額４６万３，４４０円で

す。

１８２、１８３ページは、事項別明細書総括の歳出です。

１８４、１８５ページをお願いいたします。
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歳出、１款１項学校給食費、支出済額１億１，２２０万１，８２２円です。

１款１項１目学校給食費１億１，２２０万１，８２２円は、給食用食材費です。

歳出合計、支出済額１億１，２２０万１，８２２円、不用額２６８万４，１７８円、歳

入歳出差し引き額５１万３，５０２円です。

以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町学校給食事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された学校給食事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第２号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１２ 認定第３号 平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１２、認定第２号 平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第３号 平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についての
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提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

以下、詳細につきましては会計課長より説明させますので、審議の上、認定くださいま

すようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書の１８９ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額３億２，０３４万１，５４９円、歳出総額３億２，０

０４万１，５４９円、歳入歳出差し引き額、実質収支額、同額の３０万円です。

１９０ページ、１９１ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書、歳入、歳出について事項

別明細書で説明いたします。

１９４ページをお願いいたします。

歳入歳出事項別明細書総括表の歳入となっています。

１９６ページに移ります。

１款分担金及び負担金１項負担金、収入済額１，５００万３，６７２円、これは受益者

負担金と維持管理分担金の合わせた額です。収入未済額７４３万４，０１０円は、受益者

負担金の現年度分９３万１，１８０円と、滞納繰越分６５０万２，８３０円です。

２款使用料及び手数料１項使用料、収入済額１億６５６万２，３３２円。収入未済額４

３７万５４円、現年度分５３万２，６９０円と滞納繰越分３８３万７，３６４円の合わせ

た額となっています。

３款国庫支出金１項国庫補助金、収入済額２３４万円、社会資本整備総合交付金ですが、

内訳は成果説明書１６３ページから１６４ページに記載されていますので、ご確認くださ

い。補助率５０％事業で、期間延伸申請図書作成業務委託、枝線国庫舗装本復旧工事の実

績です。

決算書１９６、１９７ページに戻っていただきまして、４款県支出金１項県補助金、収

入済額１０万円です。単独事業費の３％補助です。

５款繰入金１項繰入金、収入済額１億８，２８２万９，０３５円です。一般会計８款土

木費４項都市計画費３目下水道費、繰出金からの受け入れです。

６款繰越金１項繰越金、収入済額３０万円、前年度の繰越金です。

７款諸収入１項延滞金加算金過料、収入済額２２万９，９１０円ですが、決算書１９８、

１９９ページに移ります。
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過料としての収入です。過料の主なものは、宅地内排水設置工事に伴う届出書類未提出

の件です。２項雑入、収入済額４５万６，６００円。主なものは、県道工事に伴う補償金

３１万円です。

８款町債１項町債、収入済額１，２５０万円。公共下水道事業債として公共下水道事業

債（補助分２１０万円）です。単独分、同じく２１０万円です。流域下水道事業債（補助

分８３０万円）の合わせたものです。

成果説明書１６５ページをごらんください。上の表が地方債発行高２７年度は、１，２

５０万円、下の表は地方債借入先別及び利率別現在高です。

続きまして、歳出に移ります。

２００、２０１ページは、総括の歳出です。

２０２、２０３ページをお願いいたします。

１款１項下水道費、支出済額１億１５２万９，２３８円の支出済額は、１目総務管理費

２，０７９万１，８９０円、２目管渠管理費５，７０９万６，８７２円。

決算書２０４、２０５ページに移ります。

３目建設費２，３６４万４７６円ですが、主なものは変更認可設計及び都市計画決定図

書作成業務委託、不用額８９５万８，５２４円は、委託料と請負工事費の不用額です。成

果説明書の１６３ページから１６４ページで、工事等の状況をご確認ください。

２款公債費、支出済額２億１，８５１万２，３１１円は、元金・利子の償還金です。

決算書の２０６、２０７ページに移ります。

３款予備費、支出済額ゼロ円。

歳出合計、支出済額３億２，００４万１，５４９円、不用額１，３６２万４５１円で

す。

歳入歳出差し引き残額３０万円です。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年８

月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された公共下水道事業特別会計の

歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関
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係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的

には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料

をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） １９６ページですけれども、分担金及び負担金の中での受益者負担金、そ

れから下水道使用料、ここについての収入未済、いわゆる滞納繰り越し分ですけれども、

まだ多額な額が残っておりますけれども、これについての今後の見通しについてお尋ねを

します。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） まず、第１点、分担金関係の滞納関係の問題でございますが、まだ多

額の金額があるということで、これにつきましては、認可した区域、この中で本来であ

ればつなぎ込みをしていただくということでございますが、なかなか浄化槽から転換と

いうのがスムーズに進まないということで、これにつきましては広報、あるいは直接と

いうことで地域そのものに広報活動ということでしていきたいと考えております。

それから、２点目、使用料及び手数料、これの滞納分でございます。これにつきまして

は、現在７５０名ほどの方が対象となっておるわけでございますが、これにつきまして

は、年４回の督促、そういったことで使用料の公平を損なうことのないように徴収して

まいりたいということで考えております。

以上でございます。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） 多額でありまして、また件数も多いようでありますけれども、所在不明と

か、そういうものも中にはあろうかと思うのですけれども、将来的に不納欠損になる可能

性のあるものというのはどのぐらいありますか。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） これにつきましては、まだ詳細について件数、それから金額等につい

ては、今後詰めてまいりたいと思っております。
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以上でございます。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） 詳細については詰めていくという話なのですけれども、ちょっと心配する

のは、結果的に多少おくれることはやむを得ないと思うのですけれども、不納欠損にな

る可能性があるのではないかということがやはり心配されるのですけれども、おくれて

でも入ってくれば問題ないと思うのですけれども、その見通し、今後の見通しで、ここ

はもう営業もしていない、営業だったり、営業もしていませんであったり、住んでもい

ませんとか、というところとなれば、その問題を先送りしているだけなのですけれども、

可能性として、入ってくるのであればそれはそれでいいのですけれども、私はこの中に

はもう実際に実態としてもうないんだというものもあるんだと思うんですよね。その辺

の数字なのですけれども、これまで決算委員会の中では随分その点について質問も出て

いると思うのですけれども、見通しというのも、これだけあるけれども、でもそのもう、

皆さんのつかんでいる中で、実態としてもう、この人はもういないんだと、その事業所

もないんだと、事業所がなくて、そういうところは人に売られていて、その実態がない

というようなものもあると思うんですよね。その辺がどういうふうになっているかと、

これから調査するというのはちょっと遅いので、これはもう前年度の決算委員会の中で

も議論されている問題だと思うのですけれども、１年前はもう少しそこから踏み込んだ

回答で出ていると思うのですけれども、もう少しわかる、そんなふうだとね、いつにな

ってもこれは回収できませんから。でも、回収できないならもうできないというふうに

見ているというものがどの程度なのかということを確認したいのですけれども。もう一

度わかる回答をお願いします。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） 今議員がおっしゃられるように、確かに滞納されている方の中には、

もうお亡くなりに、名義的にはお亡くなりになっている方、あるいは連絡がつかない方、

そういった方もあるということは事実でございます。こういったものについてしっかり

と整理をして件数等の洗い出しということでして、不納欠損だとかということでまたお

願いするかと思います。

以上でございます。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。
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ただいま議題となっております認定第３号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１３ 認定第４号 平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１３、認定第４号 平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第４号 平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしく審議の上、認定くださ

いますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書２１１ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額２３億９，４７１万２０３円、歳出総額２３億３，１

６２万５，４５７円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の６，３０８万４，７４６円

です。

２１２、２１３ページは、平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

書、歳入です。

２１４、２１５ページは歳出です。

２１６、２１７ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。

２１８、２１９ページの事項別明細書をごらんください。

１款１項国民健康保険税、収入済額４億９，９０５万２，０８４円、不納欠損額１，０

８６万４９７円、収入未済額１億２，４１５万１３１円です。

町の国民健康保険事業、いわゆる国保の財源は、国（定率国庫負担金３２％、調整交付

金９％、県調整交付金９％）の合わせて半分と、保険料その他の交付金等半分で成り立っ

ています。

保険税は、一般被保険者と退職被保険者からなり、医療給付費、後期高齢者支援金分、
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介護納付金分と分けられ、その現年課税分と滞納繰り越し分で、それぞれ６節からの区分

となっています。不納欠損額の年次推移は、資料番号６の２ページでご確認ください。収

入未済額の該当者は、３８１世帯となっています。

また、主要施策の成果説明書１７０ページからの国保税、①国民健康保険税（一般・退

職）、次の表は、賦課割合（現年度・一般医療分）、次の表、賦課割合（現年度・一般支

援金分）、次の表、賦課割合（現年度・介護分）となっています。

成果説明書１６７ページをごらんください。

国保加入世帯数及び被保険者数（年間平均）は、平成２０年から平成２７年度まで徐々

に減少しています。特に２７年度は、世帯数、被保険者とも急減少となっている要因は、

短時間労働者に対する被用者保険の適用拡大によるものと考えられます。

決算書２２０、２２１ページに戻りまして、２款１項一部負担金、収入済額はゼロで

す。

３款１項手数料、収入済額１３万２，２４５円は督促手数料です。

４款国庫支出金、収入済額３億８，６９４万８，５２８円ですが、１項の国庫負担金、

療養給付費負担金、介護納付金負担金、後期高齢者医療費支援金負担金のそれぞれ現年度

分を合わせて３億７，２１１万５，３０５円。

２２２、２２３ページに移ります。

２項国庫補助金、収入済額９，６７５万８，０００円。内訳は、１目１節普通調整交付

金８，５６８万１，０００円、２節特別調整交付金１，１０７万７，０００円です。調整

交付金の７％分、２％分となっています。１項、２項を合わせて国庫支出金額となります。

５款１項療養給付費交付金、収入済額５，１４６万９，０００円。

６款１項前期高齢者交付金、収入済額４億１，３６７万９，２０２円。

７款県支出金、収入済額１億２，２７６万４，２２３円。１項県負担金、高額医療費共

同事業１，２３０万５，２２３円、国、県ともに４分の１ずつの負担金で同額となってお

ります。特定健康診査等負担金２５２万８，０００円、国、県同額となっています。

２項の県補助金１億７９３万１，０００円、内訳は、１目財政健全化補助金５００万２，

０００円、２目財政調整交付金１億２９０万９，０００円、２目は県財政調整安定化交付

金、県財政調整化支援交付金を合わせた額です。

主要施策の成果説明、１７１ページには、国県支出金等の推移が記載されています。ご

確認ください。

決算書２２４、２２５ページに戻りまして、８款１項共同事業交付金、収入済額５億２，

３６７万４，５９７円、保険財政共同事業交付金は、１節高額医療費共同事業交付金４，

４０５万１，６４７円（１件８０万円）、国、県ともに４分の１の負担。２節保険財政共
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同安定化事業交付金４億７，９６２万２，９５０円（１件１円）から各市町村からの拠出

金を財源としています、を合わせた額。

９款１項財産運用収入、収入済額１３万８，０１９円、国保基金利子です。

１０款１項の他会計繰入金、収入済額１億２，９８５万３，２４６円、一般会計からの

繰入金ですが、保険基盤安定繰入（保険税軽減分）６，５３６万６，６６０円、保険基盤

安定繰入３，６０１万８，４２２円、職員給与費等繰入金１２万４，０８５円、出産育児

一時金等繰入金５０１万８，６６７円、財政安定化支援事業繰入金１，８２３万６，００

０円と、その他一般会計繰入金として５０８万９，４１２円、福祉医療実施に伴う国庫負

担金削減分、いわゆる福祉ペナルティー分の合わせた額です。２項基金繰入金については、

収入済額ゼロです。

１１款１項繰越金、収入済額１億６，２３３万４，０４８円、前年度繰越金です。

１２款諸収入、収入済額７８９万３，０１１円。１項延滞金及び過料、収入済額５５８

万４，４２１円。２項の預金利子については、収入済額ゼロです。３目雑入７，８０６円、

交通事故等第三者納付金、一般被保険者返納金１０万１，６９４円、不当利得等による返

納金。

２２８ページ、２２９ページに移ります。

５目雑入、収入済額１万９，２６５円、雑入です。

歳入合計、収入済額２３億９，４７１万２０３円、不納欠損額１，０８６万４９７円、

収入未済額１億２，４１５万１３１円です。

２３０ページ、２３１ページは、総括としての歳出です。

２３２ページからの事項別明細書をごらんください。

１款総務費、支出済額７５４万３，２２６円。１項総務管理費、支出済額６０６万６，

０８５円。２項徴税費、支出済額１２３万９，４０１円。３項運営協議会費、支出済額２

万６，０６０円。４項趣旨普及費、支出済額２１万１，６８０円。

２３４、２３５ページに移ります。

２款保険給付費、支出済額１３億４，８４７万７，２６７円。１項療養諸費、支出済額

１１億８，９０４万１，４４４円。２項高額療養費、支出済額１億５，１００万４，２５

３円。

２３６、２３７ページに移ります。

３項の移送費、支出済額ゼロ。

４項出産育児諸費、支出済額７５３万１，５７０円。５項葬祭費、支出済額９０万円。

成果説明の１７２ページをごらんください。

①療養給付費の年度別の費用額等となっています。
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成果説明書１７４ページ、⑤出産育児一時金、年度別に件数、支給額等となっています。

⑥葬祭費、⑦高額療養費支出額、一般・退職。

成果説明、１７７ページ。

⑧療養諸費、療養給付費と療養費を合わせての額となります。保険者負担分月別別表、

一般と退職を年度ごとに推移が記載されております。⑧の表の合計値は、審査手数料４１

６万７，１０８円を除いております。

決算書、２３６、２３７ページに戻りまして、３款１項後期高齢者支援金、支出済額２

億７，３７４万３，６８７円。

決算書２３８、２３９ページに移ります。

４款１項前期高齢者納付金、支出済額１８万８，９０５円。

５款１項老人保健拠出金、支出済額９，３５６円は、老人保健の制度終了に伴う給付の

精算によるものです。

６款１項介護納付金、支出済額１億８４４万７，６３６円。

２４０、２４１ページに移ります。

７款１項共同事業拠出金、支出済額５億３，２５０万８，３６７円。

８款１項特定健康診査等事業費、支出済額２，０４２万２，８７３円。

決算書、２４２、２４３ページに移ります。

２項保健事業費５１４万５，５９８円。１項２項合わせて２，０４２万２，８７３円で

す。

成果説明書１６９ページ下段に２７年度の構成比率が記載されております。

歳出の主な項目を年度別に一覧として記載してあります。その構成比は、保険給付費が

５７．８３％、次に後期高齢者支援金１１．７４％、共同事業拠出金が２２．８４％とな

っています。

決算書２４２ページに戻りまして、９款１項基金積立金、支出済額ゼロ円です。

１０款１項公債費、支出済額ゼロ円です。

２４４、２４５ページに移ります。

１１款諸支出金、支出済額４，０２８万４，１４０円は、１項償還金及び還付加算金、

支出済額４，０２１万５，９４４円と、２項指定公費負担医療費立替金６万８，１９６円

となります。１項３目２３節３，９３５万３，５４４円は、国庫、県支出金償還金合わせ

ての金額です。事業の精算に伴う償還です。２項指定公費負担医療費立替金、支出済額６

万７，４６６円です。前期高齢者の２割負担の１割分を立てかえていたことからの支出で

す。

１２款１項予備費、支出済額ゼロです。
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歳出合計、支出済額２３億３，１６２万５，４５７円、不用額１億８，９３３万５４３

円。

歳入歳出差し引き残額につきましては、６，３０８万４，７４６円です。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、ご報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された国民健康保険事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第４号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１４ 認定第５号 平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１４、認定第５号 平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第５号 平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

の提案理由を申し上げます。
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地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定ください

ますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書２４９ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額１億５，５９５万３，８８８円、歳出総額１億５，５

８５万３，８８８円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の１０万円です。

次の２５０ページ、２５１ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書、歳入。

２５２、２５３ページは歳出です。

２５４、２５５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。２５６、２５７ペー

ジからの事項別明細書で説明いたします。

１款１項分担金、収入済額１７４万円、小倉地区、北下・南下地区一括納付分としての

収入です。

２款１項使用料、収入済額２，９９５万１，９３９円、収入未済額１０５万１，９４６

円、内訳は、１節現年度分２７万６，６８６円、２５件が該当、滞納繰越分７７万５，２

６０円、２５件が該当です。

３款１項繰入金、収入済額１億２，３８２万１，１４９円、一般会計からの繰り入れで

す。

４款１項繰越金、収入済額１０万円、前年度の繰越金。

５款１項諸収入、収入済額３４万８００円、主なものは東京電力からの放射能賠償金で、

検査委託料３２万５，６２０円です。

歳入合計、収入済額１億５，５９５万３，８８８円、収入未済額１０５万１，９４６円

です。

続きまして、２５８、２５９ページは、総括の歳出です。

２６０、２６１ページの事項別明細書をお願いいたします。

１款１項農業集落排水事業費、支出済額６，３６３万５，７５６円。１目総務管理費２，

２４１万２，９０１円。２目施設管理費４，１２２万２，８５５円、１３節委託料１，５

９３万８，５０４円、施設維持のための各業務委託。１５節工事請負費１，５７４万８，

７２２円です。成果説明書１８０、１８１ページに、工事実績の表のとおりであります。

決算書の２６２、２６３ページに移ります。
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２款１項公債費、支出済額９，２２１万８，１３２円、元金・利子のそれぞれの償還で

す。

３款予備費、支出済額ゼロです。

歳出合計、支出済額１億５，５８５万３，８８８円、不用額４８８万１，１１２円です。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された農業集落排水事業特別会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び

関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数

的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資

料をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） これについて、まず１款、２款、両方同じ考え方なのですけれども、分担

金及び負担金、そして２款の使用料及び手数料というところで、予算現額と収入済額なの

ですけれども、幅が随分あるのですけれども、結果として町が見込んでいた数よりも件数

が少なかったということで、予算から見て現額がそこまで届かなかったと。数が少なかっ

たと。これでいいますと、分担金ですからそれだけの予定していた数よりも、戸数という

のですかね、少なかったということなのですけれども、ここには担当課とすると、これは

連動しますけれども、１、２、ありますけれども、これはどういう原因で、町が思ってい

るほど進まなかったというふうに思っていますか。そして、また今後の見通し、また考え

方についてもどういう考えを持っているかお尋ねするものであります。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕
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上下水道課長（笹沢邦男君） まず、１点目の分担金の関係でございますが、本年度１７４万円とい

う決算でございます。これにつきましては、新規のつなぎ込み６件だけということで、当

初は町の考えていたつなぎ込みより少ないということで、これにつきましては、ご指摘の

ように、見込みより大分少なかったということで、今後こちらにつきましても、まだ接続

されていない地域がございますので、そういったところに周知ということでしながら、積

極的なつなぎ込みのお願いをしていきたいと思っております。

それから、２番の使用料及び手数料関係でございます。こちらにつきましても見込みが

少ないということでございますが、こちらにつきましても、当然つなぎ込みが予定よりな

いということで、見込みを達成できなかったというようなことになっております。今後も

なかなか難しい点もございますが、該当の地区におきましては、組合等を通しましてお願

いをしていきたいということで考えております。

以上でございます。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） 町に住宅リフォーム助成制度というのがありますけれども、これ等を使い

ますと、町からのそれなりの補助がありますけれども、ただ話をしているだけじゃなくて、

こういう制度の活用とあわせてという話を、そのつなぎ込みの該当する人たちに、どの程

度この話もしているかということも大きなポイントになろうかと思うのですけれども、そ

の点についてはいかがでしょうか。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） 今お話のありましたリフォームの補助の関係でございますが、リフォ

ームの補助事業との関連性ということで、セットでのお願いというようなことは現状では

しておりません。そういったことも含めて今後検討してまいりたいと思います。

以上でございます。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） この件について、前の決算委員会でも指摘をしているかと思うのですけれ

ども、ぜひこのことは、町には制度と、ただつないでくれ、つないでくれじゃなくて、こ

ういう制度があると割安になりますよということですから、それの活用と、町長、よろし

いですか、１点お伺いして。こういうのでは町が率先して何とかつなぎ込みもそこまでや

っていきたいということであれば、この件については、ほかの一般的な補助制度よりも、

金額じゃなくて割合を少しふやして、補償割合ですね。今１０％でしたかね。これを２
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０％にするとか、３０％にするとかといって、今つなぎ込みをすると得なんだなというよ

うなことも考えてやっていけば、私はこのつなぎ込みというのももっと進んでいくのでは

ないかと思うのですけれども、その辺の町長、考えはいかがでしょうか。

議 長（岸 祐次君） 町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） このつなぎ込みの件は、再三言われておるのですけれども、また私のほう

もぜひつないでくれということは日ごろ言っております。今課長が言うとおりなのですけ

れども、今小池議員のほうから、もっと補助金を出してつなぎ込んでいったらいかがです

かというのも１つの案かなというように私も思っておりますが、１つのこの集落農業排水

をつくるときには、これこれ１件当たりのつなぎ込みにはこれですよということで計算を

して、いわゆる上野田地区、北下・南下地区、小倉地区、小倉地区についてはちょっと安

くなっているのかなというようには思っておりますが、そういう件数からもいって、いろ

んなものを加味した中で、いわゆる計算を立てているというのが実態ではないのかなとい

うように私も思っております。

そういったことで、今議員が言われる、補助金割合をちょっと高くすれば、もっと入っ

てくれる人が多いんじゃないかということですけれども、なかなかそこまではいかないの

かなというようにも思っておりますし、また一般のうちを建てるときには、この制度がで

きる前に建ったうちがあると。そうすると、また合併浄化槽はそこのところで組み込んで

あるということの中においては、割合そういったうちはこれがぶっ壊れるまでとかなんと

かという、そういうあれもあるんじゃないかなと。逆に昔の使っていたトイレなんかのあ

れなんかは、割合早くつなぎ込んでいただいていると。また、新しくうちを建てて浄化槽

をつくったうちについては、割合それが壊れるまで我慢しようと。つなぎ込みをよそうと

いうのが、今この補助率を出せばつなぎ込んでということではなく、そういったほうが多

いのではないかなというように思っておりますが、町は町として努力していきたいという

ように思っております。

議 長（岸 祐次君） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第５号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１５ 認定第６号 平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算認定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１５、認定第６号 平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特
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別会計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明させていただきます。

認定第６号 平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事

業特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであり

ます。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、ご審議の上、認定くださいます

ようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書の２６７ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入歳出総額同額の３９６万６，３３８円です。実質収支額は

ゼロです。

２６８ページ、２６９ページは、平成２７年度住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算書の歳入です。

２７０、２７１ページは、その歳出です。

２７２ページ、２７３ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。

２７４、２７５ページから説明いたします。

１款１項貸付事業収入、収入済額３８９万５，３３８円、１節貸付金元金回収金現年度

分、収入済額９１万６，５４７円、収入未済額２９万７，００１円です。１件が該当して

おります。２節貸付金元金回収金過年度分、収入済額２３９万６，３９２円、収入未済額

９，９８６万８３４円です。４２件が該当しております。３節貸付金利子回収金現年度分、

収入済額９万４，３０１円、収入未済額１万６，４９１円です。１件。４節貸付金利子回

収金過年度分、収入済額４８万８，０９８円、収入未済額１，９９６万４，９５３円です

が、４２件が該当です。不納欠損額はゼロです。

成果説明書１８３ページからは、貸付金及び貸付金財源等の年度別調書となっています。

１８９ページが貸付金元金利子の現年度分、過年度分、繰上償還としての総括表となっ

ております。

決算書２７４ページ、２７５ページに戻りまして、２款１項１目民生費県補助金、収入
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済額７万１，０００円です。

歳入合計、収入済額３９６万６，３３８円、収入未済額１億２，０１３万９，７８７円

です。

続きまして、２７６、２７７ページは、総括としての歳出です。

次の２７８、２７９ページをお願いいたします。

１款１項１目総務管理費、支出済額９万５，３７８円。

２款１項１目元金、支出済額１５７万７，５６５円は元金償還金。２目利子、支出済額

１７万７，４５９円は利子償還金です。

３款１項１目一般会計繰出金、支出済額２１１万５，９３６円は、一般会計への繰出金

です。

４款１項１目予備費、支出済額ゼロです。

歳出合計、支出済額３９６万６，３３８円。

歳入歳出差し引き残額ゼロです。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成

２８年８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたし

ます。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された住宅新築資金等貸付事業特

別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝

票及び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結

果、計数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お

手元の資料をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） これも諸条件で厳しいところあるかと思うのですけれども、危惧されるの
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が、将来的にはこれがどういうふうになっていくかということが危惧されるわけなのです

けれども、今後の見通しというのですかね、最終的には心配されるのは、最終的にはどう

いう着地点を探して、どういう形で着地するのかというのが、ちょっと心配をされるので

すけれども、これまでの経過、そして今後の見通し、そして最終的にはどういうふうな形

で決まりをつけていくのかというのが、ちょっと私たちにも見えにくいのですけれども、

どういう考えを持っているのか。最終的には、なるほど、こうなるのかというのがもう少

しわかってくるといいのですけれども、額も大きいものですから、その辺についてのお考

えをお聞きしたいと思いますけれども。どなたでも結構です。

議 長（岸 祐次君） 中島町民生活課長。

〔町民生活課長 中島 繁君発言〕

町民生活課長（中島 繁君） こちらのほうにつきましては、引き続き導入をいただくように努力の

ほうはしてまいりたいと思っております。また、どうしても納入できない方といいますか、

不納欠損になるような場合には、要件等該当するか、そういったものを照らし合わせなが

ら納入をいただくような形で進めていきたいと思っております。

以上です。

議 長（岸 祐次君） 小池議員。

〔１５番 小池春雄君発言〕

１ ５ 番（小池春雄君） ちょっと真綿でくるんだような、大事に大事にしている答えでね、そこか

ら１歩も出ないんですよね。そうすると、どうなるかが全く見えないんですよ。でも、そ

の聞きたいのは、今の実態がどうなんだと。そして、今後においてはどうしていくのかと。

まさかこのまま２０年も３０年も引きずっていって、後でわからなくしちゃえばいいやと

いう考えではないと思うんですよね。でもどこかでちゃんとしたけりをつけるということ

になるんだと思うんですよね。だから、その辺が見えてこないのですけれども、今の実態

がどうでということをもう少しわかりやすく説明をして、だから今後はこういうふうにし

ていくのですと、結果的にはこうなりますというところを聞きたいんですよ。ただその問

題の先送りじゃなくて、そこをどういうふうに考えているかをお尋ねしているので、同じ

回答を得たくないものですから、もう少し理解できる回答を得たいと思うのですけれども。

実態はどうなっているかというところも含めて、だからこの実態はこういう実態だから今

後どうしていくということをもう少しはっきりと言っていただければと思いますけれども。

議 長（岸 祐次君） 石関町長。

〔町長 石関 昭君発言〕

町 長（石関 昭君） 毎年小池議員のほうからは、この件について質問をいただいているわけな

のですけれども、これを見ていただくとおり、歳入で入っている部分も毎年あるかと思っ
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ております。そういった面におきましては、いわゆる不納欠損にはなかなかできないのか

なというように思っております。いつまでこれが続くんだということですけれども、それ

はそれとして、もう貸し出しのあれは一応終わって、これは入るだけのものになっている

ということで、そのなってからもう何年かたっているということではございますが、毎年

努力をしていただきまして、歳入をしていただいている人がいるというようなことに相な

れば、これも当分の間、こういった形でやっていかなければならないのかなというように

思っております。

だが、しかし、いわゆるそういう人が亡くなったとか、いろんな保証人になっていた方

が亡くなったとか、いろんなことになれば、いわゆる不納欠損みたいな形になっていくの

かなというようには思いますけれども、今のところはここにもありますように、不納欠損

はゼロということに相なっているということに相なれば、努力して入れていただいている

ということを考えれば、当分この間、続けていかなければならないのかなというように私

も思っております。

議 長（岸 祐次君） ほかにございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第６号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１６ 認定第７号 平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について

議 長（岸 祐次君） 日程第１６、認定第７号 平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第７号 平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についての提

案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

詳細につきましては会計課長をして説明させますので、審議の上、認定くださいますよ

うお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。
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〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書２８３ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額１３億５９４万７，１１６円、歳出総額１２億７，９

１６万６，７０６円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の２，６７８万４１０円です。

次の２８４、２８５ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書、歳入。

２８６、２８７ページは、その歳出です。

２８４、２８５ページは、歳入歳出事項別明細書総括の歳入です。

次の２８８、２８９ページは、歳入歳出事項別明細書の歳入の総括です。

２９０、２９１ページから説明いたします。

１款保険料１項介護保険料、収入済額３億１，７７３万３，２００円、不納欠損額１１

６万４，７００円、収入未済額３４５万７，４００円。１目第１号被保険者保険料１節現

年度分特別徴収保険料、年金からの天引き。収入未済額のマイナスは、死亡等による保険

料の戻し入れです。該当者は９人です。２節現年度分普通徴収保険料、収入済額２，１６

４万６，８００円、収入未済額２０９万７，７００円。現年５４人、現年過年１人が該当

です。

成果説明書１９２ページの下段の（２）徴収額が、２５年度から２７年度までの一覧と

なっています。

決算書２９０、２９１ページに戻っていただきまして、２款国庫支出金１項国庫負担金、

収入済額２億４，０３８万４，３０６円、現年度分介護給付費負担金。２項国庫補助金、

収入済額４，１５６万２，０７０円。内訳は、１目調整交付金、２目地域支援事業交付金

（介護予防事業）、３目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）、４目地域支

援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）。

２９２、２９３ページに移ります。

５目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）です。

存目のみ、６目事業費補助金です。

３款支払基金交付金１項支払基金交付金、収入済額３億４，７８９万８，４３１円、内

訳は、１目介護給付費交付金３億４，４９９万６，４３１円、２目地域支援事業支援交付

金２９０万２，０００円です。

４款県支出金１項県負担金、収入済額１億７，４５２万４，１２１円、現年度分介護給

付費負担金です。２項県補助金、収入済額４０４万９，０７０円。１目地域支援事業交付

金（介護予防事業）３６万８，６１９円。２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任

意事業）３３６万７，４９６円。３目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合
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事業）３１万２，９５５円。

２９４、２９５ページに移ります。

４目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）ゼロ。

５款財産収入、収入済額２万９，３６８円、これは基金利子です。

６款繰入金、収入済額１億７，１１４万３，９００円。１項一般会計繰入金１目介護給

付費繰入金、収入済額１億５，２９５万３，３６５円。２目地域支援事業繰入金（介護予

防事業）３６万８，１２３円。３目地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）３

３６万７，４９６円。４目その他一般会計繰入金１，４４２万４，７６１円は、一般事務

費繰入金です。５目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）３１万２，

９５５円。６目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事

業）ゼロです。７目低所得者保険料軽減繰入金１７１万７，２００円。

７款繰越金５８１万７，７７７円、前年度の繰越金です。

８款諸収入１項延滞金、加算金及び過料、収入済額ゼロです。２項雑入、収入済額８０

万４，８７３円。１目雑入４８万３，７３４円は、渋川地域介護認定審査会精算金、その

他返還金です。２目第三者納付金、収入済額３２万１，１３９円、交通事故等の第三者か

らの納付金です。

歳入合計、収入済額１３億５９４万７，１１６円、不納欠損額１１６万４，７００円、

収入未済額３５３万１，６１９円です。

２９８、２９９ページは、総括の歳出です。

３００、３０１ページをお願いいたします。

１款総務費、支出済額１，４６５万７６１円、内訳は１項総務管理費９１万２，０８７

円。２項徴収費４５万３，６００円。３項介護認定審査会費１６２万３，２６４円。４項

趣旨普及費１８万６，４０８円。特に２７年度は、第６期事業運営期間の１年目です。

２款保険給付費、支出済額１２億２，４０１万１，５２０円、内訳は、１項１目居宅介

護サービス給付費５億４，０５９万８，６９９円、２目特例居宅介護予防サービス給付費

ゼロ、該当なし。

３０２、３０３ページに移ります。

３目３目地域密着型介護サービス給付費１億４，７６２万４，２６４円。４目、６目は、

支出済額ゼロです。５目施設サービス給付費３億７，５７３万１，６３２円。７目居宅介

護福祉用具購入費１１２万１，１３６円。８目居宅介護住宅改修費２６８万７７２円。９

目居宅介護サービス計画給付費５，３８１万４，０２１円。１０目特例居宅介護サービス

計画給付費ゼロ。２項介護予防サービス等諸費支出済額４，６８６万３，２０５円、内訳

は、１目介護予防サービス給付費３，７９７万２，９９８円、２目、３目、４目は支出済
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額ゼロ、５目介護予防福祉用具購入費２５万７，３９１円、６目介護予防住宅改修費２７

１万３，４９６円。

３０６、３０７ページに移ります。

７目介護予防サービス計画給付費５９１万９，３２０円。８目特例介護予防サービス計

画給付費ゼロ。３項その他諸費１目審査支払手数料、支出済額１０４万５，３８０円。４

項高額介護サービス費、支出済額１，８８７万７，２９４円。内訳は、１目高額介護サー

ビス費、支出済額１，８８１万６，０７７円。２目高額介護予防サービス費、支出済額６

万１，２１７円。５項高額医療合算介護サービス等費、支出済額２４１万９，７７７円。

内訳は、１目高額医療費合算介護サービス費２３７万３３３円、２目高額医療費合算介護

予防サービス費４万９，４４４円。

３０８、３０９ページに移ります。

６項特定入所者介護サービス等費、支出済額３，３２３万５，３４０円。内訳は、１目

特定入所者介護サービス費３，３１９万８，４５０円、３目特定入所者介護予防サービス

費３万６，８９０円、２目、４目ゼロです。

４款地域支援事業費、支出済額２，２７１万７，８４１円。１項介護予防事業、支出済

額２９４万４，９８５円。

３１０、３１１ページに移ります。

２項包括的支援事業・任意事業費、支出済額１，７２６万９，２１１円。３項介護予

防・生活サービス事業費２４５万７，２３７円。

３１２、３１３ページに移ります。

５項包括的支援事業・任意事業費ゼロ。６項その他諸費２，３３７円、審査支払手数料

です。

成果説明書、１９４、１９５ページをごらんください。

まず、１９４ページ、３、給付状況として、（１）居宅介護（介護予防）サービス受給

者数、（２）施設介護サービス受給者数、（３）地域密着型サービス受給者数。

１９５ページは、（４）予防給付費と介護給付費の給付比率、（５）要介護者の給付内

容と給付費が一覧となっていますので、ご確認ください。

決算書３１２、３１３ページに戻りまして、５款基金積立金、支出済額９５７万３，０

００円。

６款諸支出金１項償還金及び還付金、支出済額７９２万７，５８４円。内訳は、１目第

１号被保険者保険料還付１２万１，７００円、２目償還金７８０万５，８８４円、事業の

精算に伴い国庫に返還。２項の繰出金、支出済額２８万６，０００円、一般会計に繰り出

ししています。渋川、吉岡、榛東の広域でつくる介護認定審査会の平成２６年度の精算に
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よる戻し入れがあったためです。

７款１項予備費、支出済額ゼロです。

歳出合計につきましては、支出済額１２億７，９１６万６，７０６円、不用額８６万４，

０００円です。

歳入歳出差し引き残額２，６７８万４１０円となります。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８年８月

９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された介護保険事業特別会計の歳

入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及び関係

書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的に

は正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料を

ごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第７号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１７ 認定第８号 平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について

議 長（岸 祐次君） 日程第１７、認定第８号 平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。
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認定第８号 平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての提案理由を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものであります。

以下、詳細につきましては会計課長をして説明させますので、よろしく審議の上、認定

くださいますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） それでは、決算書の３１７ページをお願いいたします。

実質収支に関する調書、歳入総額１億６，０９５万１，２１９円、歳出総額１億５，７

７９万５１９円、歳入歳出差し引き額、実質収支額同額の３１６万７００円です。

３１８、３１９ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書、歳入です。

３２０、３２１ページはその歳出となります。３２２、３２３ページは歳入歳出の事項

別明細書、総括、歳入です。

３２４ページからの事項別明細書で説明いたします。

１款１項後期高齢者医療保険料、収入済額７，３３５万１，５００円、不納欠損額ゼロ、

収入未済額３１万６，１００円です。１目特別徴収保険料１節現年度分特別徴収保険料

マイナス５万９，４００円は死亡等での戻し入れがあり、１８人が該当しております。

２目普通徴収保険料１節現年度分普通徴収保険料３７万５，５００円の収入未済額は、

該当者６人です。

２款繰入金１項一般会計繰入金、収入済額３，８６６万９，７８４円。１目事務費繰入

金８８９万７，９２４円は広域連合事務費負担金。２目保険基盤安定繰入金２，９７７

万１，８６０円。２項他会計繰入金、収入済額ゼロです。

３款１項繰越金、収入済額２７０万９，１００円、前年度の繰越金です。

４款諸収入１項１目、２目、延滞金、過料、収入済額ゼロです。

３２０、３２１ページに移ります。

２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、収入済額４万１，８００円、２目還付加

算金、収入済額２，３００円。３項預金利子、収入済額ゼロ。４項受託事業収入、収入

済額５０２万７，８００円、後期高齢者医療広域連合受託事業収入。５項雑入、収入済

額６２万１，９３５円。１目から４目まではゼロです。５目人間ドック補助金３４万円、

これは１７人が該当です。６目雑入２８万１，９３５円、広域連合負担金の返還金。

歳入合計、収入済額１億６，０９５万１，２１９円、不納欠損額ゼロ、収入未済額３１
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万６，１００円です。

３２８、３２９ページは、総括としての歳出です。

３３０、３３１ページの事項別明細書をお願いいたします。

１款１項総務費１目一般管理費、支出済額６８３万６７５円。２項徴収費１目徴収費、

支出済額２８万７，４１９円。２目滞納処分費、支出済額ゼロです。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、支出済額１億５，０３４万６，３９０円、

内訳は、広域連合事務費等負担金７１４万７，６３０円、保険料等負担金１億１，３４

２万６，９００円、保険基盤安定負担金２，９７７万１，８６０円です。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、支出済額４万４，１００円

は、保険料還付金。

３３２、３３３ページに移ります。

２目還付加算金２，３００円、２項繰出金１目一般会計繰出金２８万１，９３５円。

４款予備費、支出済額ゼロです。

歳出合計、支出済額１億５，７７９万５１９円、不用額３８９万２，４８１円。

歳入歳出差し引き残額３１６万７００円です。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算につきまして、平成２８

８月９日、監査委員柴﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された後期高齢者医療事業特別会

計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、関係諸伝票及

び関係書類により出納処理を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計

数的には正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の

資料をごらんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。
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ただいま議題となっております認定第８号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１８ 認定第９号 平成２７年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定に

ついて

議 長（岸 祐次君） 日程第１８、認定第９号 平成２７年度吉岡町水道事業会計利益の処分及

び決算認定についてを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

認定第９号 平成２７年度吉岡町水道事業会計利益の処分及び決算認定についての提案

理由を申し上げます。

水道事業は、お客様に対しまして、安全安心で安定した水を供給することを第一の使命

に事業活動を行っております。平成２７年度吉岡町水道事業損益計算書では、経営活動に

おいて生じた利益は９１７万５，８９１円を、議会の承認を得て、利益剰余金・建設改良

積立金に積み立てさせていただく処分案となります。

続いて、平成２７年度水道事業決算報告になります。

収益的収入及び支出については、収入予算額は４億２，０６６万８，０００円に対しま

して、決算額４億２，３２３万４，３００円、予算額に対しまして２５６万６，３００円

の追加となりました。

次に、収益的収入及び支出のうち、支出予算額は４億１，１５４万９，０００円に対し

まして、決算額は４億７６７万４２８円、予算額に対しまして３８７万８，５７２円の減

額となりました。

資本的収入及び支出においては、資本的収入決算額５，１５８万９，４００円、資本的

支出決算額１億８，６５５万２，６５２円、不足した額１億３，４９６万３，２５２円に

ついては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６０１万９，０６１円と過年

度分損益勘定留保資金１億２，８９４万４，１９４円で補塡させていただきました。

詳細につきましては上下水道課長に説明させますので、審議の上、可決、認定ください

ますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をさせていただきます。

最初に、平成２７年度に生じた利益の処分について説明をいたします。
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決算書の３４２、３４３ページの平成２７年度吉岡町水道事業損益計算書をごらんくだ

さい。

この計算書は、水道事業の１年間の経営活動・経営成績を示す計算書でございます。

「営業収益と営業費用」及び「営業外収益と営業外費用」に大別されております。

１の営業収益は、（１）と（２）を足した額、３億５，６２４万１，３７９円となり、

２の営業費用は（１）から（５）を足した３億５，４１０万６，１４７円、営業利益は、

営業収益から営業費用を差し引いた額２１３万５，２３２円となりました。

３の営業外収益は（１）と（２）を足した額３，８４６万５，９０８円となっています。

（１）の長期前受金戻入３，５２２万７，０７７円は、工事などで得た補助金等の２７年

度分の収益化額。（２）の雑収益は、下水道料金算出に伴う下水道室からの検針負担金や

放射性物質検査に伴う東京電力賠償金でございます。

４の営業外費用は、（１）と（２）を足した額３，１４２万５，２４９円。経常利益は、

営業利益２１３万５，２３２円と営業外収支７０４万６５９円を足した額９１７万５，８

９１円となっております。

当期の損益でございますが、特別利益及び特別損失の計上はございません。経常利益の

金額９１７万５，８９１円が当年度純利益、黒字という結果になっております。

その下の前年度繰越利益剰余金は該当がなく、当年度未処分利益剰余金は、当年度純利

益の９１７万５，８９１円となっております。

続いて、３４４、３４５ページをごらんください。

先ほどの損益計算書で説明させていただいた当年度未処分利益剰余金９１７万５，８９

１円の処分案となっております。説明をさせていただきます。

最初に、平成２７年度吉岡町水道事業剰余金計算書になります。

左のページ、資本金は全て自己資本金となっております。

資本金の当年度変動額ですが、表の中ほど３，０００万円の増で、町からの出資金です。

当年度末残高は、表の一番下、９億４，５９５万２，１８２円。前年度対比１０３．２

８％でございます。

右のページ、剰余金について説明をいたします。

剰余金には、「資本剰余金」と「利益剰余金」がございます。

資本剰余金は、増減なしで残高ゼロ。主に土地の取得などに充てられた補助金等があっ

た場合は、資本剰余金に整理されることになります。

続いて、利益剰余金ですが、利益処分によって積み立てられた減債積立金、利益積立金、

建設改良積立金及び未処分利益剰余金に区別をされております。

減債積立金は１，６４６万７，０００円で動きはございません。
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利益積立金は、欠損金が生じた場合に備えるための積立金となっています。平成２６年

度で生じた制度改正に伴う利益のその他未処分利益剰余金変動額６億６，３０６万３，９

１６円を積み立て処分したものでございます。

建設改良積立金は、前年度に生じた純利益２，０５４万１，７５７円を積み立て処分し

たため、当年度末残高は４，４０９万２，９３４円となっております。

次に、未処分利益剰余金の表の一番下、当年度未処分利益剰余金９１７万５，８９１円

は、損益計算書で説明した内容と同一で、平成２７年度末時点の未処分の利益剰余金の残

高になっております。

利益剰余金の合計では、当年度末純利益９１７万５，８９１円が増加し、当年度末残高

は７億３，２７９万９，７４１円となっております。

表の一番右側、資本合計の当年度末残高では、３，９１７万５，８９１円増の１６億７，

８７５万１，９２３円となっております。

続いて、下の表の剰余金処分計算書（案）を説明させていただきます。

先ほどの当年度未処分利益剰余金９１７万５，８９１円を建設改良積立金に積み立て処

分し、建設改良積立金の処理後残高を５，３２６万８，８２５円に、未処分利益剰余金の

処理後残高をゼロにしたいとするものでございます。

以上が利益の処分についての説明となります。よろしくお願いします。

引き続き、平成２７年度吉岡町上水道事業決算について説明を申し上げます。

３３８ページ、３３９ページ、こちらをお願いします。

１、収益的収入と支出について説明をいたします。

この項目は、企業経営活動に伴い発生する収入と支出について記載をしたものでござい

ます。

収入ですが、左より「区分」「決算額」、また決算書にはございませんが、参考に前年

比、増減額等を報告いたします。

第１款水道事業収益、決算額４億２，３２３万４，３００円、前年比９８．３％、７３

２万５，７４７円の減。内訳、第１項営業収益３億８，４６２万９，２５３円、前年比９

７．８８％、８３２万５，０８７円の減。これは、水道使用料や新規加入金、手数料など

の収益となっております。第２項営業外収益３，８６０万５，０４７円、前年比１０２．

６６％、９９万９，３４０円の増。下水道室からの検針の負担金や東京電力賠償金等のほ

か、平成２６年度からは長期前受金戻入が計上されております。長期前受金戻入は、補助

金等の平成２７年度分の収益化の額になり、この決算額は３，５２２万７，０７７円とな

っています。第３項特別利益ゼロ。

続いて、支出。
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第１款水道事業費用４億７６７万４２８円、前年比１０１．６７％、６７０万７，０９

１円の増。内訳でございます。第１項営業費用３億６，６６６万３，１１２円、前年比１

０４．３９％、１，５４１万７，０１４円の増。これには、減価償却費なども含まれてお

ります。第２項営業外費用４，１００万７，３１６円、前年比１０１．９９％、７９万９，

３０２円の増。企業債利子償還金と消費税となっております。第３項特別損失ゼロ。第４

項予備費ゼロ。

次に、３４０ページ、３４１ページをお願いします。

２、資本的収入及び支出でございます。

この項目は、水道事業の活動を、円滑かつ安定・継続的に進めるために行った施設の整

備拡充などに関する収支報告となっております。左より「区分」「決算額」、参考に前年

比、増減額を報告します。

収入。

第１款資本的収入５，１５８万９，４００円、前年比１１９．９８％、８５８万９，４

００円の増。内訳、第１項出資金３，０００万円。町からの出資金で、老朽化した施設の

更新など、経営基盤を強化する目的で一般会計から繰り入れられたものでございます。第

２項工事費１，２２４万７，４００円。高崎渋川バイパス３期工事に伴う配水管布設の補

償で９２４万７，４００円、一般会計からの消火栓設置負担金が３００万円という内訳で

す。第３項補助金９３４万２，０００円。防衛省所管の国庫補助金で老朽管更新事業の実

施設計業務委託になります。補助事業対象の精算額１，８６８万４，０００円に対して、

補助割合１０分の５の金額となっております。

続いて、支出。

第１款資本的支出１億８，６５５万２，６５２円、前年比９６．０１％、７７４万６，

９４８円の減。内訳、第１項建設改良費１億１，２７２万２，７９６円、前年比８８．７

８％、１，４２４万４９０円の減。第２項企業債返還金７，３８２万９，８５６円、前年

比１０９．６４％、６４９万３，５４２円の増。返済計画に基づく企業債の償還となって

おります。

表の一番下に記載がございますが、資本的収入、決算額５，１５８万９，４００円から、

資本的支出、決算額１億８，６５５万２，６５２円を差し引いた１億３，４９６万３，２

５２円が不足となり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６０１万９，０６

１円と過年度分損益勘定留保資金１億２，８９４万４，１９１円で補塡をいたしておりま

す。

次に、３４６ページ、３４７ページをお願いいたします。

平成２７年度吉岡町水道事業貸借対照表について説明をいたします。
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この貸借対照表は、財政状況を明らかにするために、決算時において「保有する全ての

資産・負債及び資本」を表示し、投入された資本がどのような機能を発揮し、運用されて

いるかを示すものでございます。

表は、「資産の部」「負債の部」「資本の部」に分かれております。

３４６ページ、「資産の部」１、固定資産について説明をいたします。

（１）有形固定資産。イの土地から、チの建設仮勘定まで固定資産の合計が３６億６，

３３３万７，６３９円、前年比９８．８５％、４，２５３万３，９６５円の減となりまし

た。

２、流動資産について説明します。

流動資産とは、現金及び比較的短期間のうちに回収される債権や売却によって現金にか

えることができる資産をいいます。

（１）現金預金３億６，５８３万３６１円、残高につきましては、平成２８年３月３１

日現在でございます。

（２）未収金７，９２２万８，４１３円、平成２８年度の不納欠損に備え、貸倒引当金

１７０万５，４１４円を計上しております。

（３）貯蔵品１３２万７，２６０円。

（１）から（３）の流動資産の合計は、４億４，４６８万６２０円、対前年比９３．７

４％、２，９６９万９９２円の減となっております。

資産合計は、１の固定資産３６億６，３３３万７，６３９円と２の流動資産４億４，０

６８万６２０円で、合計が４１億８０１万８，２５９円となり、前年比９８．２７％、７，

２２２万４，９５７円の減でございます。

ページの負債の部を説明いたします。

３、固定負債１２億２，０２２万８，６０７円、平成２９年度以降に償還期限が到来い

たします企業債の元金残高となります。

４、流動負債、これは、短期間のうちに支払いが予定されている負債のことをいうもの

でございます。

（１）企業債７，５３６万４，１６２円。平成２８年度中に償還期限が到来する企業債

元金残高となっています。

（２）未払金３，６２５万２，５１１円。

（３）前受金６，２４３万６，３２３円。渇水対策の残金ですが、増減についてはござ

いません。

（４）預り金１，２００万８，４０６円。下水道使用料と釣銭３万円の預かり金という

内訳になっております。
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（５）引当金、賞与引当金３１０万１，５３３円、法定福利費引当金５８万１，２５１

円の、合計３６８万２，７８４円を、平成２８年度６月賞与とこれにかかわる共済組合負

担金の支出に備え計上しておるものでございます。

流動負債の合計は、１億８，９７４万４，１８６円で、前年比９０．１２％、２，０７

９万９，７９５円の減です。

５、繰延収益。繰延収益は、平成２６年度の制度改正により設けられた負債勘定でござ

います。

（１）長期前受金は、１８億２，０９３万９，００７円で、このうち平成２７年度末時

点での収益化済額が、（２）の長期前受金収益化累計額８億１６４万５，４６４円になり

ます。

したがいまして、平成２７年度末時点の収益化未済額の残高は、繰延収益差し引き合計

１０億１，９２９万３，５４３円。

負債の合計、３の固定負債１２億２，０２２万８，６０７円、４の流動負債１億８，９

７４万４，１８６円、５の繰延収益１０億１，９２９万３，５４３円、合計２４億２，９

２６万６，３３６円、前年比９５．６２％、１億１，１４０万８４８円の減となっていま

す。

続いて、資本の部について説明をいたします。

６、資本金９億４，５９５万２，１８２円、前年比１０３．２８％、３，０００万円の

増。自己資本金のみとなりますが、３，０００万円の増については、町の出資金となって

います。

７、剰余金です。

（１）利益剰余金。こちらにつきましては、企業がこれまでに生み出した利益の積立額

となっております。

イ、減債積立金１，６４６万７，０００円、増減なし。ロ、利益積立金６億６，３０６

万３，９１６円、前年度その他未処分利益剰余金変動額分を積み立て処分したものでござ

います。ハ、建設改良積立金４，４０９万２，９３４円、前年度の純利益２，０５４万１，

７５７円を積み立て処分し、このことによります増となっております。ニ、当年度末処分

利益剰余金９１７万５，８９１円、先ほど損益計算書で確認していただいたものと同一の

額でございます。

イからニの合計７億３，２７９万９，７４１円が利益剰余金となり、対前年比１０１．

２７％、９１７万５，８９１円の増でございます。

資本合計は、６の資本金９億４，５９５万２，１８２円と７の剰余金・利益剰余金合計

７億３，２７９万９７１円を足した１６億７，８７５万１，９２３円で、前年比１０２．
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３９％、３，９１７万５，８９１円の増となっております。

負債資本合計は、負債合計２４億２，９２６万６，３３６円に資本合計１６億７，８７

５万１，９２３円を足した４１億８０１万８，２５９円となり、３４６ページの資産合計

と同額となります。

決算書類の説明につきましては以上となりますが、決算書の付属書類のキャッシュ・フ

ロー計算書について説明をさせていただきます。

３５３ページをごらんください。

キャッシュ・フロー計算書ですが、水道事業の活動により、平成２７年度においてどれ

だけ資金が増減したかを示す計算書になっております。

１の業務活動によるキャッシュ・フローですが、損益計算書の当年度純利益から始まり、

減価償却費などの資金の収支を伴わないものを控除して算出する間接法を用いております。

業務活動では、１億３，６３７万５，９８６円の資金がふえた結果となっています。

２の投資活動では、１億２，９２６万８，５４７円の資金が減った結果となっておりま

す。

３の財務活動では、４，３８２万９，８５６円の資金が減った結果となっております。

平成２７年度においては、業務活動によるキャッシュ・フローから財務活動によるキャ

ッシュ・フローの合計で３，６７２万２，４１７円の資金が減った結果となりました。

その結果、平成２７年度期首時点の資金残高、これは平成２６年度末時点の資金残高と

同一のものとなりますが、期首時点が４億２５５万２，７７８円ですので、それから３，

６７２万２，４１７円資金が減少し、平成２７年度末時点では３億６，５８３万３６１円

の資金残高となっておるものでございます。

以上で認定９号の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

ここで、監査委員報告を求めます。

落合代表監査委員。

〔代表監査委員 落合一宏君登壇〕

代表監査委員（落合一宏君） ご報告申し上げます。

平成２７年度吉岡町水道事業会計決算につきまして、平成２８年８月９日、監査委員柴

﨑德一郎さんとともに監査をいたしましたので、報告いたします。

地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された水道事業会計の決算報告

書について、予算額及び収益的収支、資本的収支並びに日計伝票、歳入歳出伝票、振替伝

票により出納書類を余すことなく照合し、その内容を検討いたしました結果、計数的には

正確であることを認めました。なお、審査の個別意見につきましては、お手元の資料をご
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らんください。

以上です。

議 長（岸 祐次君） ただいま提案理由の説明と監査委員の報告がありました。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております認定第９号は、産業建設常任委員会に付託します。

本日の日程のうち、以上をもって平成２７年度決算認定に関する議題が終了いたしまし

た。

落合代表監査委員には、監査報告ご苦労さまでございました。

ここで休憩をとります。再開を３時２０分とします。

午後３時００分休憩

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

午後３時２０分再開

議 長（岸 祐次君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。

守田会計課長。

〔会計課長 守田 肇君発言〕

会計課長（守田 肇君） 済みません、先ほど認定第７号 平成２７年度吉岡町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算認定の説明の中におきまして、主要施策の成果説明書１９４ページをお

開きいただきたいと思いますが、１９４ページ、３、給付状況ということで、その中の

（２）施設介護サービス受給者数、平成２５年度につきまして、数字の誤りがありまし

たので、訂正をお願いできればということであります。

平成２５年度、１号被保険者１０５、２号被保険者２とありますが、小計で２２となっ

ておりますが、これは１０７の間違いです。訂正をお願いいたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１９ 議案第３８号 平成２８年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）

議 長（岸 祐次君） 日程第１９、議案第３８号 平成２８年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３８号 平成２８年度吉岡町一般会計補正予算（第２号）について提案理由の説
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明を申し上げます。

本補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，４８６万３，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７８億５，１７９万６，０００円とするもの

であります。

まず、歳入の主なものは、１４款国庫支出金について、明治小学校校舎増築事業で１，

３３２万６，０００円の追加、駒寄スマートインターチェンジで４，９８６万３，０００

円の減額、２０款諸収入において駒寄スマートインターチェンジ大型化事業にかかわる前

橋市負担金６，２６７万２，０００円の追加、２１款町債において学校教育施設等整備事

業債・明治小学校校舎増築事業１，５３０万円の追加などでございます。

次に、歳出の主なものは、３款民生費において、障害児通所支援で１，８７２万円の追

加、８款土木費において、道路維持補修工事で１，３８０万円の追加、橋梁長寿命化修繕

詳細設計業務で２，０００万円の減額、橋梁維持補修工事１，０００万円の追加、駒寄ス

マートインターチェンジ大型車対応化事業委託料２，５００万円の追加、１０款教育費に

おいて、明治小学校校舎増築工事５，７７２万６，０００円の減額などでございます。

今回の補正により、財政調整基金の繰り入れは９億７，９０１万円となり、残高見込み

額は予算ベースで２０億２，３１１万円となります。

以上、主な補正内容でございますが、詳細につきましては財務課長に説明させますの

で、ご審議の上、可決いただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 大澤財務課長。

〔財務課長 大澤弘幸君発言〕

財務課長（大澤弘幸君） それでは、議案第３８号 平成２８年度吉岡町一般会計補正予算（第２

号）をごらんいただきたいと思います。

第１条第１項の歳入歳出予算の補正額でございますが、ただいま町長が提案理由の中で

申し上げたとおりでございます。

第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表・歳入歳出予算補正」によるということで、これにつきまして

は、２ページから６ページまででございますが、説明につきましては、補正の款項の区分

等を含めて事項別明細書で説明させていただきます。

第２条の地方債の変更につきましては、第２表・地方債補正によるということで、７ペ

ージをごらんいただきたいと思います。

まず、臨時財政対策債ですが、補正前の限度額２億６，６００万円に１００万円を追加

し、２億６，７００万円とするものでございます。これは臨時財政対策債の発行可能額の

確定によるものでございます。
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次に、学校教育施設等整備事業債（明治小学校校舎増築事業）ですが、補正前の限度額

６，０４０万円に１，５３０万円を追加し、７，５７０万円とするものでございます。こ

れは起債対象事業費の増額によるものでございます。

次に、１１ページをごらんいただきたいと思います。事項別明細書により説明を申し上

げさせていただきます。

まず、歳入でございますが、９款１項１目１節の地方特例交付金ですが、これは住宅借

入金等特別税額控除による減収分を補塡する減収補塡特例交付金でございます。交付決定

により５９２万円の追加でございます。

次に、１０款１項１目の地方交付税１節の普通交付税ですが、普通交付税の算定により、

額が確定したことにより、７８５万９，０００円の追加でございます。

次に、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金２節障害者福祉費国庫負

担金で障害児支援費国庫負担金９９３万２，０００円の追加、次に３目教育費国庫負担金

１節小学校費国庫負担金で公立学校施設整備費国庫負担金（明治小学校校舎増築事業）で

１，３３２万６，０００円の追加です。

次に、１２ページ中段をごらんください。

１４款国庫支出金２項国庫補助金１目民生費国庫補助金４節学童保育事業費国庫補助金

で、子ども・子育て支援整備交付金（学童クラブ施設新築事業）７２４万４，０００円の

追加、４目１節土木費国庫補助金で、社会資本整備総合交付金（駒寄スマートインターチ

ェンジ）４，９８６万３，０００円の減額、同じく社会資本整備総合交付金（橋梁長寿命

化修繕事業）８２５万円の減額、５目教育費国庫補助金２節小学校費国庫補助金で、防衛

施設周辺対策事業費補助金（明治小学校校舎増築事業）で９２６万９，０００円の追加で

す。

次に、１３ページ中段をごらんください。

１５款県支出金２項県補助金２目民生費県補助金６節児童福祉費県補助金で、認定こど

も園施設整備交付金（私立保育所等施設整備助成事業）８３１万６，０００円の減額、７

節学童保育事業費県補助金で、子ども・子育て支援整備交付金（学童クラブ施設新築事

業）７２４万４，０００円の追加です。

次に、１４ページをごらんください。

１８款繰入金２項基金繰入金２目１節財政調整基金繰入金は７９２万１，０００円の減

額でございます。

補正後の財政調整基金からの繰り入れは９億７，９０１万円となり、残高見込み額は、

先ほど町長の説明にありましたとおり、予算額ベースで２０億２，３１１万円となります。

次に、１９款１項１目１節の繰越金は、前年度の決算により実質収支額が確定したため、
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５１１万７，０００円の追加となります。

次に、１５ページをごらんください。

２０款諸収入５項３目１節の雑入では、駒寄スマートインターチェンジ大型化事業に係

る前橋市負担金６，２６７万２，０００円の追加となります。

２１款町債につきましては、先ほど説明させていただきましたので、省略させていただ

きます。

次に、歳出でございますが、給料、職員手当等、共済組合負担金、退職手当組合負担金

は、全款を通して人事異動等による増減でございます。

それでは、１８ページ中段をごらんいただきたいと思います。

２款総務費１項総務管理費１４目温泉事業費１５節工事請負費で、温泉施設改修工事７

３５万６，０００円の追加です。内訳は、太陽光設備修繕工事４２１万２，０００円、井

戸水中ポンプ更新工事で３１４万４，０００円でございます。

次に、２１ページ中段をごらんください。

３款民生費１項社会福祉費６目障害者福祉費１９節負担金、補助及び交付金で、障害児

通所支援で１，８７２万円の追加です。

次に、２２ページ中段をごらんください。

３款民生費２項児童福祉費３目児童保育費１９節負担金、補助及び交付金で、延長保育

費補助金１，０５８万円の減額、私立保育所等施設整備補助金９２８万４，０００円の減

額です。次に、２３節償還金、利子及び割引料で、子ども・子育て支援交付金の返納金と

して９９４万４，０００円の追加、５目学童保育事業費１５節工事請負費で、学童クラブ

新設工事に９００万円追加でございます。

次に、２８ページ下段をごらんください。

８款土木費２項道路橋梁費２目道路維持費１５節工事請負費で、道路維持補修工事（単

独）１，３８０万円の追加でございます。

次に、２９ページ下段をごらんください。

５目の橋梁維持費１３節委託料では、橋梁長寿命化修繕詳細設計業務２，０００万円の

減額、１５節工事請負費では橋梁維持補修工事（補助）１，０００万円の追加でございま

す。

次に、３１ページ上段をごらんください。

４項都市計画費２目都市施設費の１３節委託料で、駒寄スマートインターチェンジ大型

車対応化事業２，５００万円の追加、２２節補償、補塡及び賠償金で補償費８７０万円の

追加です。

次に、３３ページ下段をごらんください。
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１０款教育費２項小学校費３目学校建設費１５節工事請負費で、明小校舎増築工事５，

７７２万６，０００円の減額でございます。

続きまして、３７ページから３９ページは給与費明細書でございます。

４０ページは、地方債の平成２６年度末及び平成２７年度末における現在高並びに平成

２８年度末における現在高の見込みに関する調書です。今回の補正予算で、臨時財政対策

債及び学校教育施設等整備事業債の借り入れ限度額を変更いたしましたので、現在高の見

込みに関する調書を添付させていただきました。

また、参考資料として本補正予算の説明資料となりますが、Ａ４判で１６ページの別冊

を添付させていただきました。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第３８号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２０ 議案第３９号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１

号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２０、議案第３９号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第３９号 平成２８年度吉岡町学校給食事業特別会計補正予算（第１号）の提案理

由を申し上げます。

この補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１万３，０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，６６２万７，０００円とする

ものであります。

補正の内容につきましては、平成２７年度決算の確定による繰越金の増額によるもので

ございます。

詳細につきましては、教育委員会事務局長に説明させますので、審議の上、可決いただ

きますようお願い申し上げます。
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議 長（岸 祐次君） 南雲教育委員会事務局長。

〔教育委員会事務局長 南雲尚雄君発言〕

教育委員会事務局長（南雲尚雄君） それでは、ご説明申し上げます。

この補正の内容といたしましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、平成２７年度

の決算が確定いたしまして、実質収支額が５１万３，０００円となりました。これを平成

２８年度の繰越金として歳入額を補正するものであります。

補正予算書の２ページの第１表をごらんください。

第３款の繰越金の既決予算ですが、３０万円を見込んでおりましたが、決算額の確定に

伴いまして繰越金が５１万３，０００円になったことから、２１万３，０００円の増額を

いたしまして、５１万３，０００円に補正をお願いするものでございます。

歳出につきましても、歳入と同額の補正をお願いし、こちらは補正予算書の７ページに

なりますが、給食用食材料費２１万３，０００円を増額させていただくものでございます。

以上、町長の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第３９号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２１ 議案第４０号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２１、議案第４０号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４０号 平成２８年度吉岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）につい

て提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０２２万４，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６，９８１万１，０００円としたいものであります。

詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。
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議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。全体で１１ページございます。

２ページの「第１表・歳入歳出予算補正」につきましては、事項別明細書にて説明をし、

その後「第２表・地方債補正」の説明をさせていただきます。

議案書の７ページをごらんください。

歳入より説明をいたします。

第３款国庫支出金第１項国庫補助金第１目下水道費国庫補助金、社会資本整備費総合交

付金２００万円の追加。吉岡町公共下水道事業の全体計画と事業計画見直しに伴う、業務

委託の増による交付金２００万円の追加となります。

第４款県支出金第１項県補助金第１目下水道費県補助金、県費補助の管渠工事追加によ

る補助４０万円の追加となります。

第８款町債につきましては、事業費の増額に伴い８２０万円の追加補正をお願いし、歳

入歳出差し引きの結果にて、第５款繰入金、一般会計からの繰入金３７万６，０００円の

減額をするものでございます。

続いて、歳出について説明いたします。

歳出、第１款下水道費第１項下水道費第１目総務管理費１５１万５，０００円の減額で

す。内容は、全額４月の人事異動に伴う給与等の補正となります。第３目建設費１，１７

３万９，０００円の追加です。内訳でございます。２節給料から４節共済費及び１９節負

担金にかかわるものですが、給与等の補正で４３万９，０００円の追加です。

１３節委託料については、１，７００万円の追加となります。内容でございますが、事

務事業委託料２，９００万円の追加と、設計業務委託料１，２００万円の減額によります、

差し引き１，７００万円の追加補正でございます。この件につきましては、農業集落排水

エリア３地区、合計２６９ヘクタールございますが、これを取り込んだ公共下水道事業の

全体計画処理面積の大幅な見直しを群馬県に対し、数年来、お願いしていたところでござ

います。

群馬県では、利根川上流流域下水道事業計画を見直し、平成２７年度末に変更計画の認

可を受けております。この見直しの中で、吉岡町が長年要望してまいりました計画処理面

積の大幅な拡大が組み入れられ、現行の全体計画３６５ヘクタールが７２８．６ヘクター

ルに見直しをされたところでございます。

当初予算の段階では、大幅な区域の見直しは困難であるとのことから、平成２８年度か

ら今後５カ年で整備する現行の事業区域３６２ヘクタール追加をする事業計画３６．６ヘ

クタール分、この事業変更の申請を予定しておりました。
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しかしながら、上位計画でございます群馬県が変更した流域下水道事業計画、この計画

との整合性を図るべく、今回、町の全体計画も変更する必要があるため、委託料を追加す

るに至ったものでございます。

なお、この業務委託は歳入第３款で説明いたしました、下水道費国庫補助金、社会資本

整備費総合交付金の補助事業に該当をするものでございます。

また、設計委託料（補助）１，２００万円の減額については、今後５年間で整備する事

業計画３６．６分にかかわる事業計画変更申請業務の委託料で計上をしておりましたが、

今回、拡大の全体計画７２８．６ヘクタールとセットで計画変更の事務業務委託を行うこ

とから、設計業務から事務業務へ組み替えを行う必要があるため、減額をしたというよう

な経緯になっております。

続いて、１５節工事請負費５７０万円の減額です。内訳ですが、公共下水道工事（補

助）１，３００万円の減額。これは、社会資本整備総合交付金を活用し、管渠工事に伴う

「舗装本復旧工事」を予定しておりましたが、１３節で行います業務委託「公共下水道事

業計画変更申請書作成」業務委託を優先したく、事業の組み替えということでさせていた

だくものです。

また、公共下水道工事（単独）７３０万円の追加につきましては、公共下水道区域内の

未整備箇所の管渠築造及び汚水ます設置工事です。

なお、この単独工事については、歳入第４款で説明いたしました、下水道費県補助金の

管渠整備の補助事業に該当し行うものです。

歳出につきましては、以上でございます。

戻りまして、４ページをごらんいただきたいと思います。

地方債の変更ですが、「第２表・地方債補正」で、起債の目的、公共下水道事業におき

まして事業費見込額の増額に伴い、起債の限度額、現行２，２８０万円を３，１００万円

とし、起債の限度額の総額を２，６８０万円から３，５００万円に変更をしたいというも

のでございます。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４０号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２２ 議案第４１号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算
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（第２号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２２、議案第４１号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４１号 平成２８年度吉岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，０５２万２，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ２４億１，１８０万円とするものであります。

補正内容につきましては、平成２７年度決算による繰越金の増額が主なものでありま

す。

なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、ご審議の上、可決い

ただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、補正予算の主な説明をさせていただきます。

歳入歳出予算事項別明細書で説明をさせていただきます。８ページをごらんください。

歳入、第４款国庫支出金の高額医療費共同事業負担金及び第７款県支出金の高額医療費

共同事業負担金は、国保連からの通知による、それぞれ増額補正でございます。

第４款国庫支出金の財政調整交付金の減額は、６月にシステム構築に伴う補正を行いま

した。広域化に伴う準備事業につきましては別項目とするよう国からの指示があり、それ

によるシステム開発費等補助金に組み替えるものでございます。

第５款の療養給付費等交付金は、平成２８年度概算交付額に合わせた額としたもので、

減額補正するものでございます。

９ページをお願いいたします。

第６款の前期高齢者交付金は、平成２８年度交付決定通知に合わせた額とするものでご

ざいます。増額補正でございます。

次に、第１１款の繰越金の療養給付費交付金繰越金は、前年度の追加交付を行うもので

ございます。１９４万１，０００円を繰り越しいたします。第２目のその他繰越金は、平

成２７年度決算が確定し、６，１１４万１，０００円を繰越金として補正するものでござ

います。
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１０ページをお願いいたします。歳出に移ります。

第２款の保険給付費は、第１項の療養諸費を５，５７１万５，０００円の増額、第２項

の高額療養費を１０１万６，０００円減額し、全体で５，４６９万９，０００円を増額補

正しまして、保険給付費の予算額１４億２，２０９万５，０００円とするものでございま

す。

次に、１１ページをお願いいたします。

第７款共同事業拠出金の高額医療費共同事業医療費拠出金は、歳入で説明しましたとお

り、国保連の通知による増額補正でございます。

平成２７年度当初決定額に合わせた額とするもので、減額補正するものでございます。

第１１款諸支出金は、国庫金等を前年度に多く受け取った分の償還金でございます。

以上です。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４１号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２３ 議案第４２号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２３、議案第４２号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４２号 平成２８年度吉岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億６，１００万３，０００円としたいものであります。

詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕
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上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をいたします。議案書７ページをごらんください。

歳出、第１款農業集落排水事業費第１項農業集落排水事業費第１目総務管理費１７万３，

０００円の追加です。内訳は、４月の人事異動に伴います補正で、２７万円の追加と、渋

川広域ごみ運営費負担金２２万７，０００円の減額及び退職手当組合負担金の１３万円の

追加です。

したがいまして、歳入歳出それぞれ１７万３，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１

億６，１００万３，０００となる補正をお願いするものです。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４２号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２４ 議案第４３号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２４、議案第４３号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４３号 平成２８年度吉岡町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，６１８万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１４億６万７，０００円とするものであります。

補正の内容につきましては、平成２７年度決算による繰越金の増額や歳入の組み替えな

どが主なものでございます。

なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、ご審議の上、可決い

ただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、補正予算の主な説明をさせていただきます。
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歳入歳出予算事項別明細書で説明させていただきます。９ページをお願いいたします。

歳入の第７款の繰越金の補正額は、２，６７７万９，０００円であります。

次に、１２ページをお願いいたします。

歳出の第６款の償還金は、前年度の国庫支出金の超過分としての返還金で１，８４９万

６，０００円であります。

繰越金と償還金を差し引きますと、前年度の実質残高は８２８万３，０００円となりま

す。

次に、１０ページをごらんください。

歳出の第１款総務費の補正は、需用費で主に封筒代等でございます。

第４款地域支援事業費の第１項包括的支援事業・任意事業費を１８万７，０００円増額

補正です。成年後見申し立て等の事務の委託料、また研修費等が主なものでございます。

第２項の介護予防生活支援サービス事業費の委託料１２９万６，０００円を減額し、次ペ

ージの負担金１２６万円を第１目から第２目の介護予防ケアマネジメント事業費に組み替

えるものでございます。第３項の一般介護予防事業費は、委託料２１万円を増額補正する

ものでございます。

第２項及び第３項を合わせますと１０８万６，０００円の減額となります。

１２ページをお願いいたします。

第６款の第１号被保険者保険料の過年度分の還付金を１０万１，０００円増額補正を行

います。

次に、７ページをお願いいたします。

歳入に移ります。

第２款の国庫支出金の第１項調整交付金３万５，０００円及び第４項の地域支援事業交

付金２１万７，０００円、第３款の支払基金交付金３０万４，０００円、次に第４款県支

出金の第３項１３万５，０００円、第６款の繰入金第４項１３万５，０００円は、第４款

地域支援事業費の第２項及び第３項に合わせた１０８万６，０００円の減額をそれぞれ負

担割合ごとに減額し補正するものです。負担割合は、国の調整交付金は３．２５％、国の

交付金は２０％、支払基金の２号保険者分につきましては２８％、県及び町は１２．５％

となっております。

次に、７ページに戻っていただきまして、第２款国庫支出金第２項第５目の９０万６，

０００円を第３目の包括支援事業費等へ９１７万９，０００円を組み替えしまして、金額

の差７万３，０００円は、歳出の第４款、地域支援事業費の包括的支援事業費等の１８万

７，０００円の増額補正の負担割合分でございます。

これと同様に、８ページの第４款県支出金第２項第４目の４５５万３，０００円を第２
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目へ４５８万９，０００円を組み替えし、並びに９ページの第６款繰入金第１項第５目の

４５５万３，０００円を８ページの第３目へ４５８万９，０００円を組み替えいたします。

増額したそれぞれの負担割合は、国が３９％、県及び町が１９．５％となっております。

最後に、１２ページをごらんください。

歳出の第５款基金積立金を前年度の実績残高と事業の若干の減により８４０万円を基金

に積み立てるものでございます。

以上です。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４３号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２５ 議案第４４号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２５、議案第４４号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明申し上げます。

議案第４４号 平成２８年度吉岡町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて提案理由を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９３万３，０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億６，６２７万６，０００円とするものであります。

補正の内容につきましては、平成２７年度決算による繰越金の増額が主なものでござい

ます。

なお、詳細につきましては健康福祉課長をして説明させますので、よろしくご審議の上、

可決いただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 福田健康福祉課長。

〔健康福祉課長 福田文男君発言〕

健康福祉課長（福田文男君） それでは、説明させていただきます。

補正予算書の２ページの第１表をお願いいたします。
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歳入の第３款繰越金は、平成２７年度決算が確定し、２９３万３，０００円を繰越金と

して補正するものであります。

３ページの第１表をごらんください。

歳出の第２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入の繰越金の補正額２９３万３，０

００円をそのまま増額補正するものです。

以上です。よろしくお願いいたします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４４号は、文教厚生常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２６ 議案第４５号 平成２８年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）

議 長（岸 祐次君） 日程第２６、議案第４５号 平成２８年度吉岡町水道事業会計補正予算

（第１号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 申し上げます。

議案第４５号 平成２８年度吉岡町水道事業会計補正予算（第１号）について提案理由

を申し上げます。

収益的収入及び支出においては、支出で２１万７，０００円の追加補正を、また資本的

収入及び支出におきましては、支出で３万８，０００円の減額補正をお願いするものであ

ります。

詳細につきましては、上下水道課長に説明させますので、ご審議の上、可決いただきま

すようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 笹沢上下水道課長。

〔上下水道課長 笹沢邦男君発言〕

上下水道課長（笹沢邦男君） 補足説明をさせていただきます。

議案書の２ページ、水道事業会計補正予算実施計画書をごらんください。

収益的収入及び支出ですが、支出、第１款水道事業費用第１項営業費用第１目配水及び

給水費１万１，０００円の追加。２目総係費２０万６，０００円の追加。これについては、

いずれも人件費の増額によるものです。



- 82 -

収益的支出で、合計２１万７，０００円の増額補正をお願いするものです。

次に、資本的収入及び支出では、支出、第１款資本的支出第１項建設改良費第１目配水

設備工事費、人件費３万８，０００円の減額補正となります。

以上、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております議案第４５号は、産業建設常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２７ 同意第１号 吉岡町教育委員会委員の任命について

議 長（岸 祐次君） 日程第２７、同意第１号 吉岡町教育委員会委員の任命についてを議題と

します。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明させていただきます。

同意第１号 吉岡町教育委員会委員の任命について。

吉岡町教育委員会の委員１名が９月３０日をもって任期満了となるため、次の者を委員

に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、

議会の同意をお願いするものであります。

同意をお願いする委員は大沢知子氏でございます。同氏は昭和４８年１２月２５日生ま

れの４２歳、住所は吉岡町大字南下２４８番地の１であります。大沢知子氏は安中市の生

まれで、安中市の中学校から高崎北高等学校を卒業され、さらに亜細亜大学に進まれ、小

学校、中学校、高等学校の教諭免許を取得されました。現在は、嫁ぎ先の会社で働きなが

ら、３児の母親として子供の教育にも熱心であります。

人格が高潔で、教育及び文化に関し識見を有する者であります。地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第４項の規定をも満たしております。

何とぞ同意をいただきますようお願い申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。
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ただいま議題となっております同意第１号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２８ 同意第２号 吉岡町教育委員会教育長の任命について

議 長（岸 祐次君） 日程第２８、同意第２号 吉岡町教育委員会教育長の任命についてを議題

とします。

提案理由の説明を求めます。

石関町長。

〔町長 石関 昭君登壇〕

町 長（石関 昭君） 説明させていただきます。

同意第２号 吉岡町教育委員会教育長の任命について説明をさせていただきます。

吉岡町教育委員会の教育長が９月３０日をもって任期満了となるため、次の者を任命し

たいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の

同意をお願いするものであります。

同意をお願いする者は大沢 清氏で、住所、吉岡町大字南下５２番地、生年月日、昭和

２５年５月４日生まれの６６歳でございます。同氏は、平成２４年９月３日に議会の同意

をいただき、その後開かれた教育委員会において教育長に選任され、以来、町の教育行政

の発展のためご尽力をされておられます。任期が９月３０日で満了となるため、大沢 清

氏に引き続き吉岡町の教育行政のためにご協力をお願いしたいと考えておりますので、任

命の同意をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。

議 長（岸 祐次君） 提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

議 長（岸 祐次君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。

ただいま議題となっております同意第２号は、総務常任委員会に付託します。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

散 会

議 長（岸 祐次君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。

これにて散会いたします。

ご苦労さまでした。

午後４時１２分散会
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